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第１ 総論 

 

１ アクションプラン策定の趣旨－観光振興施策の具体的行動計画が記載されています！－ 

この第２次胎内市観光振興ビジョンアクションプラン（以下「アクションプラン」）は、第２次胎

内市観光振興ビジョン（以下「ビジョン」という。）で示した観光振興施策の基本的方針について、

「誰が」「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのかといった具体的行動計画を

定め、ビジョンで掲げたコンセプト「どこにでもある田舎から、何度も訪れたくなる“ふる里”に～

胎内のみんなで“旅人”を“ムラビト”へ～」の実現を図るものです。 

 

２ 計画の体系－ビジョンとアクションプランで施策を展開！－ 

第１次胎内市観光振興ジョンの下では、その推進のため、胎内リゾート活性化マスタープラン、胎

内リゾート活性化アクションプラン、樽ケ橋エリア活性化基本計画／同実施計画により、具体的行動

計画を示し取り組んできたところですが、本ビジョン下においては、市民一人ひとりの観光振興施策

への参画を促すため、よりわかりやすい計画体系とする観点から再編を行い、観光振興施策の基本的

方向性を定めたビジョンとその推進を図るための具体的行動計画を定めたアクションプランにより、

各施策を展開します。 

なお、第１次ビジョン下の具体的行動計画である胎内リゾート活性化アクションプランによる各取

組の最終年次おける評価・分析については、参考資料として本アクションプランの巻末に付していま

す。 

 

３ 計画期間 

本計画の期間は原則３年間とし、ビジョンの期間内で定期的な見直しを行う。 
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第２ 施策体系図                          
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第３ 事業実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦略１ 

胎内の魅力を活かしたプログラムを創出する  
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プロジェクト１ 胎内の海・山・川を活かした各種体験・滞在プログラム創出プロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 体験プログラムに活用できる地域資源の発掘とプログラム化 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

体験プログラム

に活用できる地

域資源の発掘、

プログラム化 

どのように 

観光客の動向を踏

まえ、行楽シーズ

ンを軸にプログラ

ムの戦略的展開を

開始。 

ヒット商品の造成

に注力 

毎週提供が可能な

プログラムの開発 

閑散期を除き、ほ

ぼ毎週末に複数の

プログラムを提供 

どれぐらい 

20種類 24種類 30種類 観光客へ提供する体験・

滞在プログラムの種類 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
地域資源に関する掘り起こし作業（資源にまつわる
歴史等の整理、資源利用の許可等） 

事業者 
(団体含む) 

掘り起こし作業への住民(市民)の巻き込み、プ
ログラムとしての整備（ガイド育成含む） 

観光協会 

掘り起こし作業への住民(市民)の巻き込み、プログ

ラムとしての整備（観光ディレクター(※)が中心的
に活動） 

行政 活動に対するバックアップ 

 

(2) 各種体験・滞在プログラムの集約と販売 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

プログラムを

Webページ・パン

フレット等に集

約 

どのように 

集約を図るととも

に SNS等を活用し

発信 

Webページの魅力向

上、発信力の強化

を図る 

Webページの魅力

向上、発信力の強

化を図る 

どれぐらい 実施 

（秋以降向プログ

ラムを目途） 

実施 

（年間を通じて） 

実施 

(年間を通じて) 集約の進捗度 

観光客へのプロ

グラム販売 

どのように 

Web・SNSを通じた

営業・販売を強

化。 

観光客の動向等デ

ータの分析、各主

体間で共有を図る

などし、戦略的営

業を展開 

団体向け営業、商

談会への出展等大

口客の獲得を目指

す。 

どれぐらい 
①70回 

②800人 

③1,200千円 

①80回 

②900人 

③1,400千円 

①100回 

②1,100人 

③1,800千円 

①プログラム開催回数 

②プログラム参加者数 

③プログラム販売額 

[各主体の役割] 

住民(市民) 各種プログラムの実施(及び実施への協力) 
事業者 

(団体含む) 
プログラムの販売、市内外への情報発信、近隣
地域や他地域の事業者との連携 

観光協会 
プログラムの集約、市内外への情報発信、近隣地域
や他地域の観光協会等との連携 

行政 
活動に対するバックアップ、近隣地域や他地域
の行政との連携 

  

胎内の自然（海・山・川）を活かした各種の体験・滞在プログラムが、四季それぞれ創出されているととも

に、恒常的に実施されている（観光客がいつ訪れても参加可能な状態となっている）。 
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プロジェクト２ 胎内市の食と生活文化を融合した新たな魅力創出プログラム 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 胎内の食と生活文化の結び付け・プログラム化 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

生活文化と結び

付いた食に関す

る体験・滞在プ

ログラムの造

成。 

どのように 

観光客の動向を踏

まえ、行楽シーズ

ンを軸に戦略的展

開を開始。 

ヒット商品の造成

に注力 

毎週提供が可能な

プログラムの開発 

閑散期を除き、ほ

ぼ毎週末に何らか

のプログラムを提

供 

どれぐらい 

６種類 ８種類 12種類 観光客へ提供する体験・

滞在プログラムの種類 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
食や生活、歴史文化に関する掘り起こし作業（関連

する歴史等の整理、資源利用の許可等） 

事業者 

(団体含む) 

掘り起こし作業への住民(市民)の巻き込み、プ

ログラムとしての整備（ガイド育成含む） 

観光協会 
掘り起こし作業への住民(市民)の巻き込み、プログ
ラムとしての整備（観光ディレクター(※)が中心的

に活動） 

行政 活動に対するバックアップ 

 

(2) 整備されたプログラムの集約と販売・ＰＲ 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

プログラムを

Webページ・パン

フレット等に集

約 

どのように 

集約を図るととも

に SNS等を活用し

発信 

Webページの魅力向

上、発信力の強化

を図る 

Webページの魅力

向上、発信力の強

化を図る 

どれぐらい 実施 

（秋以降向プログ

ラムを目途） 

実施 

（年間を通じて） 

実施 

(年間を通じて) 集約の進捗度 

観光客へのプロ

グラム販売・Ｐ

Ｒ どのように 
Web・SNSを通じた

営業・販売を強化 

観光客の動向等デ

ータの分析、各主

体間で共有を図る

などし、戦略的営

業を展開 

団体向け営業、商

談会への出展等大

口客の獲得を目指

す。 

どれぐらい 
①55回 

②650人 

③870千円 

①60回 

②700人 

③1,020千円 

①70回 

②800人 

③1,320千円 

①プログラム開催回数 

②プログラム参加者数 

③プログラム販売額 

[各主体の役割] 

  

住民(市民) 各種プログラムの実施(及び実施への協力) 
事業者 

(団体含む) 
プログラムの販売、市内外への情報発信、近隣
地域や他地域の事業者との連携 

観光協会 
プログラムの集約、市内外への情報発信、近隣地域
や他地域の観光協会等との連携 

行政 
活動に対するバックアップ、近隣地域や他地域
の行政との連携 

胎内の様々な食の魅力（米粉、山菜、ワイン、ビール等）が、胎内の生活や歴史文化を感じながら味わえる

ようになっている（各種体験、体験プログラムに組み込まれたり、単独でプログラムになっている）。 
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プロジェクト３ 外国人も満喫できる各種体験・滞在プログラム創出プロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 胎内の食と生活文化の結び付け・プログラム化 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

外国人目線での

体験プログラム

の見直し、外国

人向けプログラ

ムの造成 

どのように 

既存プログラムの

外国人向け展開の

ための検討、見直

し、試行展開。 

外国人特化プログ

ラムの開発、展

開。ガイド体制検

討。 

ヒット商品開発に

注力、高採算性化

を図る。 

どれぐらい 

３種類 ３種類 ５種類 外国人へ提供する体験・

滞在プログラムの種類 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
外国人向けの見直しへの協力（対応可能な事項の検

討等） 

事業者 

(団体含む) 

外国人向けの見直し、プログラムとしての整備

（多言語対応可能なガイド育成含む） 

観光協会 
外国人向けの見直し、プログラムとしての整備（観
光ディレクター(※)が中心的に活動） 

行政 
活動に対するバックアップ（特に、外国人目線
での指摘が可能な外部人材や外国人モニター等

の招請） 

 

(2) 外国人向けの各種体験・滞在プログラムの販売・ＰＲ 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

プログラムを

Webページ・パン

フレット等に集

約。多言語化を

図る。 

どのように 

Webにおける多言語

化の手法・ツール

等を検討し、一部

試行開始。 

Webにおける多言語

化手法を確立。 

来日客の動向も踏

まえ、紙媒体の制

作を検討。 

Web、紙等各媒体

の魅力向上を図

る。 

どれぐらい 
試行 実施 実施 

集約の進捗度 

外国人へのプロ

グラム販売・Ｐ

Ｒ どのように 

既存取引先向けに

試行販売。プログ

ラム造成にフィー

ドバック 

外国人特化プログ

ラム販売を開始。 

商談会等に出展す

るなどの営業も開

始。 

外国向け営業等を

強化。 

どれぐらい 
①３回 

②45人 

③135千円 

①５回 

②75人 

③225千円 

①10回 

②150人 

③450千円 

①プログラム開催回数 

②プログラム参加者数 

③プログラム販売額 

[各主体の役割] 

住民(市民) 各種プログラムの実施(及び実施への協力) 
事業者 

(団体含む) 

プログラムの販売、市内外への情報発信、近隣

地域や他地域の事業者との連携 

観光協会 
プログラムの集約、市内外への情報発信、近隣地域
や他地域の観光協会等との連携 

行政 
活動に対するバックアップ（特に、ＨＰ等ＰＲ
素材の多言語化、多言語対応可能な人材の確

保）、近隣地域や他地域の行政との連携 

胎内の自然（海・山・川）を活かしたり、胎内の食が生活文化とともに味わえたりする各種の体験・滞在プロ

グラムが、胎内を訪れる外国人観光客も楽しめるようになっている。 
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戦略２ 

既存の施設の充実・活用を推進する  
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プロジェクト４ 市内の観光関連施設の見直し・整備推進プロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 市内の観光関連施設のハード面・ソフト面の方針策定 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光関連施設の

ハード面の方針

策定 どのように 

施設の必要性も検

討しつつ将来的な

コストも展望した

維持補修計画の策

定 

同左 
必要に応じ時点修

正 

どれぐらい 
優先度の高い施設

から着手 
策定完了・運用 運用 

方針策定の進捗度 

観光関連施設の

ソフト面（主に

運営主体につい

て）の方針策定 

どのように 

サービスの質・効

率性の観点から定

期的見直しを実施 

同左 同左 

どれぐらい 
実施 実施 実施 

方針策定の進捗度 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
方針検討に際しての意見出し、運営等で協力できる
部分の検討・実施 

事業者 
(団体含む) 

方針検討に際しての意見出し、運営等で協力で
きる部分（委託を受けての運営含む）の検討・

実施 

観光協会 
方針検討に際しての意見出し、運営等で協力できる
部分の検討・実施 

行政 方針検討・決定 

 

(2) 市内の関連施設の整備推進 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光関連施設の

整備推進 
どのように 

方針に即した整備

を実施 
同左 同左 

どれぐらい 
整備 整備 整備 

集約の進捗度 

[各主体の役割] 

 

  

住民(市民) 運営等で協力できる部分の実施 
事業者 

(団体含む) 

運営等で協力できる部分（委託を受けての運営

含む）の実施 

観光協会 運営等で協力できる部分の検討・実施 行政 整備等の実施 

胎内の観光振興にとっての重要性や役割から、市内の観光関連施設の維持・縮小・統合・閉鎖等が進められ

る一方、重要性の高い市内の観光関連施設については整備が進み、観光客の満足度も高く充実した施設にな

っている。 
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プロジェクト５ 市内各地区及び観光関連施設の連携強化プロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 市内各主体間の情報共有の仕組み構築 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光ディレクタ

ーによる情報集

約 

どのように 

各主体による取組

を観光ディレクタ

ーが情報収集 

同左 同左 

どれぐらい 

実施 実施 実施 
進捗度 

市、胎内リゾー

ト、観光協会、観

光ディレクター

等キーパーソン

による戦略的ミ

ーティングの開

催 

どのように 

参加者、ミーティ

ングのアジェンダ

等を確定し実行力

のある仕組を構

築・運営 

同左 同左 

どれぐらい 
開催 開催 開催 

進捗度 

[各主体の役割] 

住民(市民) 口コミ、SNS等での情報提供 
事業者 

(団体含む) 
各種取り組みの積極的な情報発信、情報共有へ
の協力 

観光協会 
情報集約、共有の仕組み構築（観光ディレクター
(※)が中心的に活動） 

行政 
各種取り組みの積極的な情報発信（市所有施
設）、活動に対するバックアップ 

 

(2) 市内の各主体が連携したプログラム・イベント等の実施 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

各主体が連携し

たプログラム・

イベント等を実

施 

どのように 

観光ディレクター

が各主体をコーデ

ィネートし、プロ

グラム等を展開 

同左 同左 

どれぐらい 
実施 実施 実施 

集約の進捗度 

[各主体の役割] 

  

住民(市民) プログラムやイベント等で協力できる部分の実施 
事業者 

(団体含む) 
プログラムやイベント等の連携実施 

観光協会 
プログラムやイベント等の連携実施のコーディネー

ト（観光ディレクター(※)が中心的に活動） 
行政 

プログラムやイベント等の連携実施、活動に対

するバックアップ 

市内各地区の取組や民間事業者による経営も含めた各観光関連施設の情報が共有されているとともに、連携し

たプログラムやイベント等が実施されている。 
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プロジェクト６ 既存の施設等を活用した飲食/物販の核となる場づくりプロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 飲食／物販の核となる場の整備方針策定 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

方針の策定及び

場の整備 

どのように 

既存施設活用を念

頭に整備方針を策

定。 

方針に従い場を整

備。 

効果測定を行いつ

つ、売り場づく

り、販促キャンペ

ーン等を実施して

いく。 

どれぐらい 

策定 整備・展開 展開 
進捗度 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
方針検討に際しての意見出し、運営等で協力できる
部分の検討・実施 

事業者 
(団体含む) 

方針検討に際しての意見出し、運営等の主体的
実施や協力できる部分の検討・実施 

観光協会 
方針検討に際しての意見出し、運営等の主体的実施
や協力できる部分の検討・実施 

行政 方針検討・決定 

 

(2) 核となる場と他の飲食／物販施設との連携の仕組構築 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

他の飲食／物販

施設との連携の

仕組構築 
どのように 

プロジェクト５の

仕組を活用し、連

携プロジェクトを

模索・試行 

連携プロジェクト

を展開 
同左 

どれぐらい 
試行 実施 実施 

集約の進捗度 

[各主体の役割] 

  

住民(市民) 口コミ、SNS等での情報提供 
事業者 

(団体含む) 
個々の施設での料理、加工品等の魅力向上への
取り組み 

観光協会 
施設間の連携コーディネート（観光ディレクター
(※)が中心的に活動） 

行政 活動のバックアップ 

胎内の魅力ある各種素材を活かした料理や加工品等が一定程度揃い、味わったり購入したりする事が出来る場

所が整備されている。 
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戦略３ 

市内の回遊性を向上する 
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プロジェクト７ 市内各スポットを巡ることのできる二次交通整備プロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 市内を巡ることが可能な交通システムの整備 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

市内を巡ること

が可能な交通シ

ステムの整備 
どのように 

交通システムの検

討・実証実験 

実証実験の結果を

踏まえ、システム

整備の方針を策

定。必要があれ

ば、再度実証実験

を行う。 

財政状況を鑑みつ

つ、交通システム

の整備に着手 

どれぐらい 

検討 検討 

整備 

（整備が完了した

折には数値目標を

設定） 

進捗度 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
整備された交通システムの積極的な利用、口コミ・

SNS等での情報発信 

事業者 

(団体含む) 

運営等の主体的実施や協力できる部分の検討・

実施 

観光協会 整備された交通システムのＰＲ 行政 社会実験等による需要調査、導入等整備 

 

(2) レンタサイクル/シェアリングサイクルの整備 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

レンタサイクル

／シェアリング

サイクル貸出拠

点の整備 

どのように 

使用シーンも念頭

におきつつ、拠点

の選定、貸出サー

ビスの設計を行う 

財政状況を鑑みつ

つ、拠点整備に着

手 

同左 

どれぐらい 

検討 整備 

整備 

（整備が完了した

折には数値目標を

設定） 

集約の進捗度 

[各主体の役割] 

 

  

住民(市民) 
整備されたレンタサイクル/シェアリングサイクルの
積極的な利用、口コミ、SNS等での情報提供 

事業者 
(団体含む) 

運営等の主体的実施や協力できる部分の検討・
実施 

観光協会 
整備されたレンタサイクル/シェアリングサイクルの
ＰＲ 

行政 社会実験等による需要調査、導入等整備 

電車で胎内を訪れた人が、バスやタクシー、レンタサイクル/シェアリングサイクルなどを活用して市内の観

光スポットや観光関連施設に容易にアクセスできるようになっている。 
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プロジェクト８ 回遊を促す案内・誘導ツールの充実プロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 観光案内・誘導ツールの整備 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光案内・誘導

ツールの整備 
どのように 

既存の案内・誘導

ツールの検証、わ

かりやすいツール

の検討 

優先度の高いツー

ルから計画的に整

備 

同左 

どれぐらい 

検討 整備 整備 
進捗度 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
アクセスしづらい観光スポットや観光関連施設の情
報提供 

事業者 
(団体含む) 

案内・誘導ツールに掲載すべき情報の提供 

観光協会 観光案内・誘導ツールの整備、ツールのＰＲ 行政 整備のバックアップ 

 

(2) 観光ルートの整備 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

魅力的な観光ル

ートの検討・整

備 
どのように 

メインルートの検

討、整備方針の策

定 

策定した方針に従

い、優先度の高い

ものから順次整備

に着手 

同左 

どれぐらい 
検討 整備 整備 

集約の進捗度 

[各主体の役割] 

 

  

住民(市民) 
ルート設定に際しての意見出し、協力できる部分の
検討・実施 

事業者 
(団体含む) 

ルート設定に際しての意見出し、協力できる部
分の検討・実施 

観光協会 
ルート設定に際しての意見出し、協力できる部分の
検討・実施 

行政 ルート設定、整備実施 

胎内の観光スポットや観光関連施設が、市内のどこにあるかが分かりやすく示されたツール（冊子、ＨＰ、看

板等）が整備され、訪れる人が容易にアクセス出来るようになっている。 
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戦略４ 

市民の観光への理解と参画を促進する  
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プロジェクト９ 観光による効果の見える化・市民への発信プロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 観光に関する各種統計の整備 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光入込客数等

各種統計データ

の整備 

どのように 

データ整備を図る

ほか、Web・街頭ア

ンケート調査等を

実施。施策に反映

させる 

専門的な市場調査

の必要性も検討を

行う。 

同左 同左 

どれぐらい 

実施 実施 実施 
進捗度 

[各主体の役割] 

住民(市民) アンケートや聞き取り調査への協力 
事業者 

(団体含む) 
各種統計データ整備に必要な情報の提供 

観光協会 観光客へのアンケートや聞き取り調査の実施 行政 データの整理・分析 

 

(2) 観光による効果の発信 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光による効果

を市民向けに発

信 

どのように 

発信方法等の検討

を行い、発信を開

始。 

発信すると同時に

市民参画も図る。 
同左 

どれぐらい 
実施 実施 実施 

集約の進捗度 

[各主体の役割] 

 

  

住民(市民) 観光に対する意識・関心の向上 
事業者 

(団体含む) 
観光に対する意識・関心の向上、市民への発信
で協力できる部分の検討・実施 

観光協会 市民への発信で協力できる部分の検討・実施 行政 
経済的な効果、社会的な効果の整理、発信（HP
への掲載やリーフレット等作成） 

市外から胎内を訪れる人が増加し、胎内の様々な魅力を楽しむとともに消費活動が促進されることによる効果

が見える形で示され、多くの市民が観光による効果を認識している。 
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プロジェクト 10 観光にかかわる取り組みへの市民参加促進プロジェクト 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 各地区や集落単位での観光まちづくりの取り組み推進 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

各地区や集落単

位での観光まち

づくりの取り組

み推進 

どのように 

観光ディレクター等

と連携し各地区の暮

らしに溶け込んだ魅

力を体験プログラム

化 

プロジェクト９を展

開しつつ、参画する

地縁組織等の発掘・

増加を図る。 

プログラムの経済波

及効果を高め、地縁

組織の雇用所得機会

の拡充を図る。 

どれぐらい 

15回 20回 25回 地縁組織が参画した体験

プログラムの回数 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
観光に対する意識・関心の向上、取り組みへの積極
的な参加 

事業者 
(団体含む) 

観光に対する意識・関心の向上、取り組みへの
積極的な参加 

観光協会 
各地区・集落での取り組みのコーディネート（観光

ディレクター(※)が中心的に活動） 
行政 人材育成や外部人材導入の取り組み実施 

 

(2) 各種体験・滞在プログラムの担い手の育成 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光ボランティ

アによる観光ガ

イドプログラム

の開催。 

どのように 

観光ディレクター等

と連携し魅力的な体

験プログラムを展開 

同左 同左 

どれぐらい 

50回 60回 70回 
観光ボランティアによる

観光ガイドプログラム開

催回数 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光ボランティ

アの発掘・育成 

どのように 

募集窓口を常時開

設。プロジェクト９

による情報発信によ

りたなボランティア

を発掘、育成する。 

同左 同左 

どれぐらい 
13人 15人 17人 

ボランティア登録者数 

[各主体の役割] 

 

住民(市民) 
観光に対する意識・関心の向上、取り組みへの積極
的な参加 

事業者 
(団体含む) 

観光に対する意識・関心の向上、取り組みへの
積極的な参加 

観光協会 
各地区・集落での取り組みのコーディネート（観光
ディレクター(※)が中心的に活動） 

行政 ガイドの発掘・人材育成 

市内各地区や集落において展開される、各種の観光資源（自然、食、生活文化等）を活用することで交流人口を増やし、地域を活

性化していく取り組みをはじめとした、胎内の観光活性化に関わる取り組み（＝「観光まちづくり」）に、多くの市民が参加して

いる 
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２つの横断的取り組み 
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横断的取り組み１ 観光推進体制の強化 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 観光ディレクターの配置 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光ディレクタ

ーを観光協会に

配置。10の実行

プロジェクトを

推進。 

どのように 

専門知識を有する

人材を市外部から

も含め募集・登

用。 

ディレクターによ

る取組を展開 
同左 

どれぐらい 

募集・配置 

展開 

（具体的取り組み

事項及び各目標に

ついては各プロジ

ェクトに記載） 

展開 

（具体的取り組み

事項及び各目標に

ついては各プロジ

ェクトに記載） 

進捗度 

[各主体の役割] 

住民(市民) 
観光ディレクターと連携した取り組みへの積極的な
参加 

事業者 
(団体含む) 

観光に対する意識・関心の向上、胎内の観光ま
ちづくりに関する取り組みへの協力 

観光協会 
市内の各種事業者・団体及び住民と連携した取り組
みの実施、マネジメント体制の検討・構築 

行政 

市内の各種事業者・団体及び住民と連携した取

り組みへの協力、マネジメント体制の検討・構
築 

 

(2) 観光まちづくりをマネジメントする体制づくり 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

観光まちづくり

をマネジメント

する体制の強化 

どのように ― 

各主体間の情報共

有を図りつつ、市

全域の観光振興施

策全体のマネジメ

ントを図ることの

できる体制の構築

を検討する。 

構築した体制によ

り、各プロジェク

トを推進。効果検

証を行いつつ体制

強化を図る。 

どれぐらい 

― 検討 構築・強化 
進捗度 

 

[各主体の役割] 

  

住民(市民) 
観光に対する意識・関心の向上、胎内の観光まちづ
くりに関する取り組みへの協力 

事業者 
(団体含む) 

観光に対する意識・関心の向上、胎内の観光ま
ちづくりに関する取り組みへの協力 

観光協会 
市内の各種事業者・団体及び住民と連携した取り組

みの実施、マネジメント体制の検討・構築 
行政 

市内の各種事業者・団体及び住民と連携した取
り組みへの協力、マネジメント体制の検討・構
築 

観光ディレクターを核に、胎内の観光まちづくりに積極的な人材が参画する中核的な組織や体制が構築され、

市内の各種事業者・団体及び住民と密接に連携して、活発に活動している。 
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横断的取り組み２ 胎内リゾートの再生 

 

１ 10年後に目指す姿 

 

 

 

２ 「何を」「いつまでに」「どのように」「どれぐらい」取り組むのか～具体的行動計画～ 

 

(1) 再生に向けた各施設の経営改善計画の策定 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

再生に向けた核

施設の経営改善

計画の策定 どのように 

各施設のコンセプ

ト、戦略を再構築

し、それらを具現

化するための具体

的施策を策定 

スピード感を持っ

た中で施策を展

開。施策の随時修

正。 

同左 

どれぐらい 

策定・展開 展開・見直し 展開・見直し 
進捗度 

各施設の業績改

善 
P.22各施設の業績目標のとおり 

 

 [各主体の役割] 

住民(市民) 計画策定への協力 
事業者 

(団体含む) 
体験・滞在プログラムの実施、連携の実施 

観光協会 
連携のコーディネート（観光ディレクター(※)が中
心的に活動） 

行政 
体験・滞在プログラムの実施、連携のバックア
ップ 

 

(2) 市内の観光関連施設や各地区・集落との連携強化 

何を いつまでに 平成 31年度 平成 32年度 平成 33年度 

胎内リゾートが

参画する体験・

滞在プログラム

を創出する。 

どのように 

観光ディレクター

と協力しつつ各主

体と連携し、プロ

グラムを創出 

同左 同左 

どれぐらい 

35回 40回 50回 
胎内リゾートが参画する

体験・滞在プログラム開

催数 

[各主体の役割] 

  

住民(市民) 体験・滞在プログラムの実施や連携への協力 
事業者 

(団体含む) 
体験・滞在プログラムの実施、連携の実施 

観光協会 
連携のコーディネート（観光ディレクター(※)が中
心的に活動） 

行政 
体験・滞在プログラムの実施、連携のバックア
ップ 

多くの観光施設が集積する「胎内リゾート」が、１つの魅力的なエリアとして市外から認識され、安定して観

光客が訪れるとともに、市内の観光関連施設や各地区・集落との観光客の行き来が活発に行われている。 
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各施設の業績目標                              （単位：人・千円） 

施設名 指標 

現状値 目標値 

平成30年度 

（見込み） 
平成31年度 平成32年度 平成33年度 

ロイヤル胎内パー

クホテル 

宿泊客数 11,950 13,100 14,200 14,500 

営業利益 △69,319 △60,000 △55,000 △51,500 

奥胎内ヒュッテ 

宿泊客数 937 1,200 1,300 1,900 

営業利益 △15,502 △13,040 △12,000 △10,300 

胎内スキー場 

※年間80日営業 

利用客数 58,000 55,000 55,000 55,000 

営業利益 14,350 6,900 8,300 8,300 

そば処みゆき庵 
利用客数 22,000 22,700 23,400 23,700 

営業利益 5,200 4,950 5,000 5,000 

フィッシングパー

ク 

利用客数 24,842 23,100 23,900 24,000 

営業利益 3,478 1,100 1,500 1,600 

リゾート全体 
利用客数 117,729 115,100 117,800 119,100 

営業利益 △61,793 △60,090 △52,200 △46,900 

 

※参考 胎内リゾートエリアにおける他の施設の業績見通し 

施設名 指標 

現状値 目標値 

平成30年度 

（見込み） 
平成31年度 平成32年度 平成33年度 

胎内昆虫の家 利用客数 20,000 24,000 24,000 24,000 

胎内自然天文館 利用客数 7,805 10,000 10,000 10,000 

クレーンストーン

博士の 
営業利益 2810 13,500 13,750 15,500 
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参考資料 

第１次胎内市観光振興ビジョン下の終期における各取組の

評価・分析（「第２次胎内リゾートアクションプラン」の最終

評価） 

 



責任担当：㈱胎内リゾート

a

宿泊・日帰り商
品の計画的検
討・実施

・カレンダー、料金表、年間イベントスケ
ジュール（予定・実施・施設・地域）の告
知
・季節毎や歳時記を捉えたオリジナルプラ
ン作りとタイムリーな発信

Ｈ22を100とするとＨ27：売
上116、宿泊者数111,宴会売
上149,入浴客数141 ,営業損
益35

シーズン毎の告知の
定着により来館者は
徐々に増加、認知度
も広がりつつある。

ヒュッテ、フィッシ
ング、スキー場等周
辺施設との連動プラ
ンのさらなる強化。

目標値に対して売上
９３、宿泊客数９
６、レストラン売上
９７、宴会売上９５
（見込み）

今後も継続して取り
組んで行く。

b

体験型プログラ
ムを盛り込んだ
商品づくり

・ホテルが中心となった体験型プログラム
の旅行商品化（胎内リゾート各施設と連携
し、各種体験が一体となった旅行商品づく
り）

ＪＲ大人の休日倶楽部・ブナ林
散策プランＨ27：140人。近隣
施設連動の体験型商品は星の観
望会以外の芋堀、乗馬、フルー
ツ狩は数件だった。

行楽・過ごし方のオ
プションとして様々
提案し、何が響くの
か？検証して来た。

通年、特に平日に提
案出来る体験型プラ
ンの作成に腐心して
行く。

大人の休日散策は道
路崩落の為７・８月
で61人の実績に留ま
る。

奥胎内散策をオプ
ションとした大人の
休日倶楽部は継続実
施予定。

c
通常宿泊以外の
商品づくり

・敬老会、同窓会、町内旅行、研修合宿の
受注喚起のためのセールスツール作成
・リゾートホテル貸切ウェディングプラン
等の差別化提案
・ビジネスパック、ゴルフ・スキーパック
等付加価値の高いセットアッププランの開
発

Ｈ26,県老連と契約しＨ27は実
績1件もＨ28は6件受注。Ｈ27,
日旅と契約締結し学生夏季合宿
の受注。婚礼件数はＨ23から
10,14,12,15,10で推移。.Ｈ
22：100としてビジネスＰ439、
ゴルフＰ43、スキーＰ63。

各プラン毎に媒体作
成できめ細かい営業
活動を可能にした。
温泉、食事を絡めた
セットプランは一定
の成果。

従来の既成プランか
らホテル独自プラン
を販売する提案営業
に力を入れて行く
（例：ワインツーリ
ズム）

従来の敬老会から個
性化・多様化した町
内会・サークル団体
の受注が増えてい
る。

消費者の意識変化に
より敬老会は減少。
学生合宿、ビジネス
パック（1泊朝食）
は上昇。婚礼は小規
模化。

d

ネットエージェ
ントとのコラボ
レーションの推
進

・ Ｍ＆Ｍサービスとの合同販促の実施 。
じゃらん・楽天２社との協同企画の提案

Ｈ22を100とするとネット予
約件数比はＨ27は140。特に
８月は直電話を逆転。

Ｍ＆Ｍとの提携は成
果が見られず業務委
託契約を終了。

左記２社とはスポッ
トでコラボ企画を継
続。一方で自社ネッ
トの拡充も課題。

ネット受注数は前年
比115（1月迄）

今後も紙媒体から
ネットに軸足を置き
販促強化

e
ＩＴ活用体制の
強化

・自社ＨＰコンテンツのレベルアップとＳ
ＮＳと連動した仕掛け・仕組み作り
・繁閑に応じたタイムリーなプランの発信

複数アカウントの整理 事業部間の情報を繋
げる試みを実施。

各ＳＮＳ毎の特性を
反映した発信の仕方
を工夫する。

全事業部のＨＰを刷
新し連動を図る。

発信力がまだまだ弱
い（頻度、内容等）
共感を呼ぶ発信力

f
顧客情報の管
理・活用強化

・新規顧客の獲得、維持・育成、離反防止
の為のＣＲＭ
（※ＣＲＭ・・customer　relationship
merchandising）
・お客様アンケートの分析と迅速な対応

顧客管理台帳の整理と、特
典付時候の挨拶はがきで来
館訴求。

マスの集客に終始
し、ワントゥーワン
のアプローチに未着
手。

顧客獲得、維持、離
反防止プログラムの
見直しをＨ２８から
実施予定。

顧客を抽出選定し、
ＤＭを年2回発送し
た。

ホテル顧客の定義
（直近２年間2回以
上宿泊）。約４５０
人

a

料理に対するコ
ンセプトの明確
化

 ・トレーサビリティ 、マクロビオティッ
 ク等ホテルの意思を料理に具現化
・地場食材を意識したホテルならではの料
理の開発

ＪＡ、長池リップルとの本
格仕入体制の確立。

原価管理では料理方
針の見直しによりＨ
２７より外部指導を
仰ぐ

ホテルらしい和・洋
の姿を明確にしメ
ニューに具現化する
方向。

地場食材背景を拡
大。

地元が謳える食材の
継続使用。　　「板
額御膳」のブラッ
シュアップ

b

ホテルで提供す
る料理の方針の
検討・決定

・ホテルの外観・内装等の雰囲気を踏まえ
た、料理の方針の検討・決定

バイキングメニューの再考
とオリジナルメニューの開
発を手掛けた（３品）

Ｈ27外部アドバイ
ザーを招聘し成果が
出つつある。

オリジナル商品の取
組を推進する。

歳時記を捉えた装飾
の強化と料理の提
案。

リゾートホテルに近
い雰囲気とメニュー
構成が出来つつあ
る。

c

ホテルで提供す
る料理の内容・
提供方法の強化

（全体）
・地場産食材（米粉など）の積極的な提供
・地場産品(地ビール、ワイン、水など）
の積極的な提案
・ アトラクション要素の導入差別化に繋が
るソフトの提案（ライブクッキング、シェ
フ・板長の料理説明など）
・取引先の新規導入・改廃による仕入率の
改善
・繁忙期の屋外空間の活用（レストラン前
バルコニー、ランチ時の空き部屋の活用）
・スタッフの育成強化（基本的なサービス
は勿論、料理や食材の簡単な説明が出来る
ように）
（朝食）
・定食(和・洋食）・バイキングの内容、
提供方法の改善（地場産食材の積極的な利
用）
（昼食・喫茶）
・ランチメニュー及び週替りメニューの改
善・見直し
（夕食）
・胎内の“旬”が感じられる食材の活用
 ・宴会料理のシーズンテーマの設定(売り
 の部分の明確化）

・米粉スイーツの新規販売。米
粉フェアの定期開催（毎年１０
月）　飲み比べセットの販売や
宴会・会議での活用。宴会時に
料理長挨拶。調味料・消耗品類
の適時相見積もりの適時実施。
温泉祭時にビアガーデン開催、
ＢＢＱサイトの新設。（朝食）
地場産である事のＰＯＰの設
置。（昼食）グランドメニュー
＋和洋日替わりメニューの提
案。（夕食）お品書きに地場産
品の表記。

（全体）
米粉商品の新たな開
発・拡販を推進。飲み
放題やセットで提案。
宴会時には出来る範囲
で料理の感想を伺い生
の声を収集。四半期毎
の相見積り実施。　繁
忙期の売り逃しを防ぐ
為、和食御膳を別会場
にて提供。
（朝食）
和食・洋食を折衷にし
て提供。　地場産利用
は一定の活用はあるが
さらに加速させる。
（昼食・喫茶）シーズ
ン毎にリニューアル。
過剰提供・設定売価ミ
スのバイキングは即中
止。　　　（夕食）前
菜には胎内の旬が感じ
られる料理の提案に努
めた。

（全体）
今後は新たな販路の開
拓に努め内外にアピー
ルして行く。
今後ホテルが考える地
場食材の和洋のメ
ニューを提案する賞味
会（仮称）を開催した
い。Ｈ２８は料飲課、
宿泊課メインに外部指
導によるサービス研修
を予定している。
ホテルで提供する料理
コンセプトを明確にし
ながらスキルを上げて
行きながら看板商品の
開発を進めて行く。
長池リップルとの地場
野菜の取引を前向きに
検討する。

（全体）
米粉新商品に関して
は３アイテム。また
グルテンフリーの米
粉ブレッドを3種開
発。販路先も徐々に
増えている。提案型
宴会の取り組みはＪ
Ａ共催の収穫祭、農
水共催のワインの夕
べを実施。
サービスに対する接
客不良は減少してい
る。
ホテルが提供する料
理レベルを外部アド
バイザーから指導頂
いている。
胎内由来の板額御膳
をメニュー化。
リップルの他に直営
農家との取引先は数
件増加している。

（全体）
新商品に関しては適
時に販売しており、
米粉フェアではホッ
トサンドを定番メ
ニュー化している。
食前酒で提供してい
る付加価値の高い胎
内高原ワインを武器
にどう客単価を上げ
るかが課題。
サービス接客不良は
減少も地場産品の商
品・ストーリーを語
れる知識は十分とは
言えない。
「板額御膳」の通年
提供化を図り看板メ
ニューとなりつつあ
るが、さらに四季が
感じられる構成とし
たい。
リップルの他、農家
からの直仕入れや地
元の生産組合との仕
入れも実施してい
る。

a

ホテル内設備・
備品等の改善

・客室の清掃・セッティング方法の統一に
向けたマニュアル作成
・統一ＶＭＤの教宣（※Ｖisual
merchandising　）

清掃管理台帳の定着と実
践。生花の活用。収穫祭時
の農機具展示。ハロウィ
ン、Ｘｍａｓ、迎春等

各種マニュアルから
抜粋し各課毎に実践
中。

Ｈ２８は年間装飾計
画の定着と館内の統
一化を進める。

業者によるコンベ絨
毯清掃。客室・大浴
場清掃は定期に清掃
実施。

全館四季毎のテーマ
に沿った装飾を花を
通じて実施

b

ロビー（フロン
ト前の空間）の
改善

・胎内リゾートエリアの情報発信コーナー
常設
・歳時記等を捉えた工芸品、クラフト品の
展示

Ｈ２７年同様。特に胎内市
の雛祭りは拡大傾向。

ヒュッテ、スキー場
の情報提供。雛人
形・瓶手毬の展示。

集客が見込める文化
催事を地道に展開予
定。

さらに板額御膳の展
示を行い認知度アッ
プに繋げた。

展示による集客が
徐々に増えつつあ
る。

c

１階飲食店ス
ペースの活用方
法の検討

・ホテル内での過ごし方の提案も踏まえた
「たいない寿司跡地」「ベネチア」の活用
方法の検討

寿司屋跡地をりんどうと命
名して小宴会場に改装、ベ
ネチアは婚礼相談スペース
で活用

それぞれ個室、相談
室として活用可能と
している。

渡り廊下の美術展示
にも力を入れて行き
たい。

継続実施 中条写真クラブの写
真展示

d

ギフトショップ商
品群のスクラップ
＆ビルド

・新潟産、県北産、胎内産の３つのカテゴ
リーに区別し、特にホテル謹製の米粉ス
イーツ、高原ワイン、畜産品、乳製品を重
点販売。繁忙期の試飲や実演等で胎内ブラ
ンドの拡販に努める。

県内大手ギフトカタログへ
販売への参入で米粉スイー
ツの新規販路開拓。中元歳
暮期のふるさとギフトの提
案。

ギフト需要期にカタ
ログを作成。新米や
米粉オリジナル商品
を意識して提案して
いる。

継続実施。 オリジナルの商品ア
イテム数拡大。試飲
を止め夕食時の提供
で販売に結び付け
る。

外部故郷ギフトカタ
ログに米粉パウンド
ケーキの掲出・販売

a

従業員の「多能
工化」の推進

・各従業員が複数の部門の業務を担当（例
えば、フロント担当は配膳やイベント担
当、冬季のスキー場勤務等）ができるよ
う、フレキシブルなシフト編成が可能とな
るような効率を追求した人件費構造とす
る。

ホテル売店・レストランの
人員を冬季間はスキー場に
出向（２名）

既に繁閑に応じて各
事業部を超えて計画
的に実施している。

継続実施。 ホテル⇒ヒュッテ
ホテル⇒スキー場
ホテル⇒みゆき庵

今年度は営業企画メ
ンバーを2名スキー
場に専属させ、イベ
ントは全てホテル営
業企画が担当。

b

従業員のスキル
アップ

・ 業務支援を仰ぐＭ＆Ｍサービス施設への
 研修実施　売価に見合うサービスの付加
価値を上げて行く。

ポーターサービスの復活。
料理説明やお出迎え・お見
送りの励行

ＯＪＴでの指導研修
なく、マニュアル送
付のみ。

Ｈ２８、４月より外
部コンサルによる
サービス研修を実
施。

アンケートからは
サービス苦情は減
少。

個人（部門）の温度
差がある。

c

コンプライアン
スの随時教育実
施

・法令を遵守する社会的責任の認識 法規的な事項は、適時セミ
ナー等に参加。労務管理・
会計管理は既存と都度確認
体制を取る。

各種セミナーへの参
加、社内会議での情
報共有。

労務、景表法等の改
正法の内容を適時に
研修参加し共有。

法規的な改正等のセ
ミナーに適時参加

外部から講師を招聘
して認識の共有を
図って行きたい。

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析
27年度目標（値）

／結果
H29

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

28年度以降の
活動方針

評価・分析
（25～27年度）

■ロイヤル胎内パークホテル

４
　
労
務
管
理
・
人
材
育
成

３
　
施
設

H26

１
　
営
業
・
販
売

H25

２
　
飲
食

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H27 H28



責任担当：㈱胎内リゾート

宿泊人数計画 結果(実績) 達成率 宿泊人数計画  1,230人
910人 945人 103.85% 結果(実績)　  　903人

達成率　　　   73.4％
ﾚｽﾄﾗﾝ利用計画 結果(実績) 達成率

4,500人 7,504人 166.76% ﾚｽﾄﾗﾝ利用計画  6,000人

結果(実績)　  4,510人
売上計画 実績(結果） 達成率 達成率　　　   75.2％
13,000千円 18,019千円 138.61%

売上計画 　19,600千円

結果(見込) 15,745千円
●前年比 達成率　　   　80.3％

利用人数 売上

宿泊 128% 136% ●前年比（％）
ﾚｽﾄﾗﾝ 126% 137% 　　　 利用人数　売上

入浴 116% 110% 宿泊　　 　77　　 81
売店 161% 229% ﾚｽﾄﾗﾝ　　  70　　 76

ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ 121% 142% 入浴　　 　71　　 71
その他 - 19% 売店　　 　70　 　82

総　　計 120% 138% その他　 　 -　 　81
総　　計　 72　　 78

・掲示物刷新

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

・自主ＨＰからの宿泊予約窓口を設置し好
結果を残すことができた。
・オリジナル商品販売を行い販売促進に繋
がった。（トートバック、Ｔシャツ、ス
テッカー）
・胎内市観光協会様のボランティアガイド
のバナー貼付け。

・今年度は３週に渡り探鳥会を自主開催

・夏・秋プランを販売前に顧客様へＤＭ発
送

・新潟市を中心にリーフレットを配布

・毎年、食のスキルを上げていきたい。
地ビール、地ワイン、フランス料理、手作
りパンを楽しむ宿泊施設のコンセプト・イ
メージが出来てきている。

・散策道降り口に移動式階段を設置

・ハンモックチェアー設置（レンタル）

・炊事場鉄屑残骸撤去

・アカショウビン剥製入替

・周辺マップ刷新

・オリジナル商品コーナー設置
・デニッシュパンと石窯パンを週末、焼き
たてで販売

・オーベルジュスタイルを理想に掲げ、業
務にオペレーションの確立

・つかず、離れずお客様の時間を大切に考
え、お客様満足度を高めていきたい。

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

H25H26H27

27年度目標（値）／結果
28年度以降の

活動方針
評価・分析

（25～27年度）

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29

■奥胎内ヒュッテ

・ 奥胎内ヒュッテ「ネイチャープログラ
ム」の提案
奥胎内周辺トレッキング 、木工（間伐材
 等）工芸品制作体験、ロープワーク体験
・ ロイヤル胎内パークホテルとの相乗効
果
ＨＰ相互リンク、連泊プラン、ロイヤル宿
泊者へのオプション提案（新緑・紅葉）
・ 森林浴の様な日帰り温泉の提案
・ その他渓流釣り、昆虫採集等のオプ
ション提案
・全国でも有数の野鳥の宝庫（アカショウ
ビン、コノハズクなど）、バードウォッチ
ングポイントです。
・飯豊連峰のベースキャンプの役割と癒し
のホスピタリティーのプチリゾートホテル
の役割
・シーズン新緑～深緑～紅葉へ奥胎内の無
垢の大自然で滞在型リゾートの提案

・ロイヤルホテルと連動した連泊プラン、
ポイントカードの配布
・ランチと入浴の日帰りセットプラン販売
・シーズンに合わせた魅力の提案
・満足度を意識した商品の販売
・宿泊者に日帰り無料券の配布
・週末無料足湯の提供

１
　
営
業
・
販
売

e

ｄ

c

b

宿泊・日帰
りプランの
計画的検
討・実施

ＩＴを活用
した情報発
信の強化

顧客情報の
管理・活用
強化

各種プロ
モーション
の実施

・ＨＰのコンテンツのレベルアップ計り、
ＳＮＳの活用
・Ｎet宿泊のタイムリーなプランの提供と
販売数のコントロール

・新規顧客の獲得と管理
・お客様アンケートの分析と迅速な対応
・週末ロイヤルホテルからヒュッテの無料
シャトルバスの運行（紅葉シーズン毎日）

・シーズン前に新潟市を中心にリーフレッ
ト配布
・新潟交通バス中刷り広告夏・秋プラン実
地
・無料広告・新聞広告の活用
・マスコミへ積極的にプレスリリースを行
う

a

奥胎内
ヒュッテの
特長・魅力
の整理・PR

２
　
飲
食

a

b

料理に対す
るコンセプ
トの明確化

 ・ ヒュッテスタッフが採集した山菜・茸
 をはじめ、ヤマメ、イワナ、鮎等の川魚を
 メインに、天然素材を使うことでヒュッテ
 独自の素朴さをアピール
・ 「テラスでのティーブレイク」を過ご
し方の提案として図り、胎内市特産の米粉
スイーツをロイヤル胎内パークホテルとの
連動で提案

・ヒュッテ外観・環境・風情にあった商品
作り
・レストランテラスのランチ・朝食の活用
・ロビー・レストラン飲食の活用のすみ分
けの明確化
・トレンドを意識し顧客の満足度を探って
いく
・山奥のホテルで提供するメニューの意外
性

a

周辺施設整
備

・ 案内看板・サイン類の充実
下館十字路～樽が橋エリア～胎内エリア～
奥胎内ヒュッテまでの要所
ブナ林散策コース・隣接キャンプ場の補修
・屋外食事スペース設置

b

３
　
施
設

c

ロビース
ペースの改
善

・山の情報コーナーの常設
・売店の商品及び展示スペースの改善と美
化
・周辺無料マップの配布
・レストランと差別化セルフコーヒーの設
置
・週末限定商品の販売

４
　
労
務
管
理
・
人
材
育
成 c

・従業員の
スキル
アップ

・ロイヤル胎内パークホテルと連携し向上
を図る。
・お客様の満足度を探っていく。

b

a

・ 緊急対策の宿泊者の万全な対応
・ 散策ガイド、 山岳知識の習得～登山熟
 練者の育成、ガイド経験者及び観光協会に
要請し対応

・従業員の
多機能業務
の実施

・宿泊、日帰り、メンテナンスなど多機能
業務を行うことで効率化と人件費の抑制が
実現

宿泊施設として現状維持

・オーベルジュ風スタイルでおもてなし
が好評です。ロイヤルホテルの米粉パン
を主食で宿泊客に提供しています。
ヒュッテのイメージと相まってとても好
評です。
・特にテラス席の利用は１番人気で宿泊
の大きな売りになっています。
・秋のシーズン地元野菜を使った【秋野
菜とビーフシチュー】販売が好評でラン
チの地ビール、胎内ワインの販売に相乗
効果がありました。
・ロイヤルホテルの米粉ケーキを販売し
アイドルタイム（客数の少ない時間帯）
に貢献

現状維持

・スキー場入口に主要案内看板を設置
・ブナ林トレッキングコース、トチの巨
木コース整備
・案内看板の制作、美化
・野外公衆トイレの補修、美化
・炊事場老朽化の為切断、解体
・パラソル付テーブル席を設置

現状維持

ホテル内設
備改善

・掲示物の統一と美化
・ＩＴの環境整備

・ロビー内にＷｉＦｉ環境整備
・全体の美化に繋がりクオリティーが向
上した。

現状維持

・残雪やクマタカの営巣保護でオープンが
昨年より10日余り遅くなり、散策コースな
ど整備、使用も出来ずお客様にご迷惑をお
掛けすることになった。
今年度は自主開催探鳥会を３週に渡り開催
し、多くのご参加を頂いた。（特に首都圏
から）

・夏の長雨、豪雨に泣かされましたが、８
月後半迄は前年を上回る実績で推移した。

県道崩落災害を受け、2ヵ月余り休業を余
儀なくしましたが、再オープン後、紅葉
シーズンは多くのご利用を頂きました。
（8/25～10/8）
悪天候が続き営業日数が例年より少ない中
でしっかりと実績は積み上げることができ
た。

・不便な場所で非日常の空間を楽しむ、人
それぞれ好きな時間の過ごし方を楽しむ、
そんな場所にできつつあり継続していきた
い。
ロイヤル胎内パークホテルと差別化しなが
らも連携していく。

・日々業務の中、お客様との会話を積極
的に行い連携を深め向上している。
・繁忙期１日３００人来館します。
胎内リゾート施設内で連携して補ってい
る。

現状維持

・27年10月単月黒字化に成功した。 現状維持

Ｈ26年より増加傾向
　　　　　　　　　　　　　　　　　・
首都圏・新潟市内から観光客の増加が大
きな要因となっている。（全体の８割）

・癒しと非日常的空間が喜ばれリピー
ターが増えています。

現状維持

・胎内リゾート共通日帰り無料券でロイ
ヤル温泉、ヒュッテ登山下山後利用にロ
イヤル、ヒュッテの連動性に繋がった。
・お好きなランチと入浴とフィッシング
パーク入場無料券のセットプラン販売で
集客を図り胎内リゾートの連動性に繋が
りお客様のお得感、満足感は得られまし
た。

現状維持

・ＨＰで食・イベント・季節環境状況な
ど都度更新
・タイムリーな宿泊プラン販売とアプ
ローチの改善でnet宿泊実績が前年比５
倍に増加しました。　口コミも件数はま
だ少ないですが、高評価を頂いていま
す。

現状維持

・26年よりオープン前、紅葉シーズン前
にＤＭ送付によりピーター増加
・27年シーズンに２週に渡り探鳥会を自
主開催（稼働率向上）
・無料シャトルバス

現状維持

・26年にアカショウビン営巣（新潟日
報）
・27年に奥胎内紅葉状況（ＴＶ・ラジ
オ）反響は絶大の効果があった。

現状維持

・ロビーフロントの移動など配置リ
フォームを行い部門のすみ分けができ、
ホテルとして動線や美化の向上
・レストラン以外での飲食スペースの確
保と外でも食べれる胎内ドッグ、デニッ
シュパンの軽食販売を週末販売してい
る。

現状維持

・緊急時は消防、警察、自治体、と連携
を取り対処している。
・26年、27年と散策ガイドを常勤した
が、イベント以外は実績が乏しい。



責任担当：㈱胎内リゾート

入込計画 結果(実績) 達成率 入込計画　60,000人
64,000人 36,300人 56.72% 結果(見込)45,000人

達成率　　75.0％
売上計画 結果(実績) 達成率

161,000千円 99,414千円 61.75% 売上計画　150百万円

結果(見込)110百万円

達成率　　73.3％
●前年比

利用人数 売上 ●前年比（％）
リフト 64% 63% 　　　 利用人数　売上

レンタル 52% 57% リフト　　95　　　94
スクール 52% 88% レンタル　93　　　93

食堂 58% 70% スクール　96　　　96
売店 - 41% 食堂　　　92　　　92

自販機ﾏｰｼﾞ - 58% 売店　　　 -　　　99

駐車場 - 98% 自販機ﾏｰｼﾞﾝ -　　 77

ﾛｯｼﾞ使用料 - 31% 駐車場　　 -　　 123

その他 - 75% ﾛｯｼﾞ使用料 -　　　77
総　　計 59% 64% その他　　 -　　　77

総　　計　 92　　 94

先回と同じ

先回と同じ

先回と同じ

・清掃専属スタッフを
雇用しトイレを中心と
したフロアーの清掃を
実施

・メニューの評価は賛
否有り、鹿ノ俣のジン
ギスカンは人気あり。

・スキー場、ホテル、
そば処で使用できる共
通食事券(ハッピー胎
内)の販売とシャトルバ
スの運行でメニューと
食事場所の幅を広げ
た。

先回の評価･分析欄の継
続と活動方針他の実施
項目

・スノージャム11月、
雪マジ12月に参加しラ
ジオコマーシャルを実
施した。

・営業訪問は山形方面
を加え、29年度は300ヶ
所足らずを訪問した。

・LINEを使った会員登
録を実施。29シーズン
は980人の登録者にゲレ
ンデ状況、イベント情
報やクーポンを発信し
た。

・ラジオ放送を取り入
れたイベントの開催で
トップシーズンの切れ
目ないコマーシャルと
生放送を実施した。FM
新潟ｽﾃｯｶｰｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
（1/20）／胎内スノー
フェスタ（2/12）

・レンタル料金には未
就学児向けの安価な設
定をした。

・スキー、ボードス
クールで４歳から未就
学児を対象にキッズ
レッスンを実施した。
（土日祝日のみ要予
約）

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

・降雪の遅れと小雪の
影響でオープン可否の
判断に苦慮する。

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

28年度以降の
活動方針

H25

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28

評価・分析
（25～27年度）

H29H26H27

27年度目標（値）／結果

■胎内スキー場

1
　
営
業
・
販
売

・積雪状況を考慮した、12月（シーズン
当初）、3月（シーズン終盤）の営業期
間・時間の柔軟な設定検討
・ナイター営業期間・時間の検討

継続

c

各種プロ
モーション
の実施

・シーズン前（12月上旬）の新聞広告の
実施
・地元マスコミに対する頻繁なプレスリ
リースの実施
・ポスター、パンフレット等の配布
・県内の各種スキー関係イベントへの参
加・ＰＲ

継続

d

マーケット
セグメント
に応じたき
め細かい料
金設定

・シーズン券、１日券、４時間券などの
導入検討
・ファミリー券、カップル券等団体向け
のチケット設定、料金検討
・ ハ ー ド リ ピ ー タ ー へ の 割 引 シ ス テ ム の
 導入検討
・シーズン毎に目玉となるイベント・料
金の改定検討
・エスカレーターの料金改定検討
・スーパーシニア（70才以上）の４時間
券価格の検討
・ファミリー・カップルを含めた２名以
上割引の検討

継続

シニア、レデース、スーパーシニア等
の券種毎の割引設定と、毎週日曜は小
学生以下無料を実施実施しており、
ハードリピーターにはシーズン券を推
奨しています。

a

スキー場の
特長魅力の
整理・PR

・「ある程度滑れるスキーヤーに向い
た、新潟市内から至近距離に多様なコー
スを持つ、滑りがいのあるスキー場」の
イメージ打ち出し
・便利な立地であることを活かした
「迷ったときには胎内スキー場」のイ
メージ展開
・周辺（競合）スキー場との違いを明確
化した上での、周辺スキー場と一体と
なったＰＲ・運営

継続

b

ＩＴを活用
した情報発
信の強化

・シーズン中のＨＰの毎日更新の徹底
・ＱＲコードブログを活用した情報発信
の実施
・ライブカメラ等の導入による、ゲレン
デ情報の随時発信

継続

LINE による情報の発信を行う。
QRコードにより、お客様が胎内スキー
場を登録し、スキー場からイベントや
当日のコンデション等の情報を一斉に
発信する。

・ 平 日 限 定 ＝ お す す め ス パ ゲ ッ
ティー、オリジナルピザ
・土日祝限定＝米粉の揚げパン、揚げ
パンソフト、米粉のパンの販売、紅は
るか焼いも販売

継続

a

消費者ニー
ズの把握

・売れ筋メニューの動向把握
・ロッジでのアンケート調査等の実施

・日々メニューの販売実数を品目別に
集計し、仕入・在庫管理に活用しメ
ニュー作成に役立ています。

継続

奥胎内ヒュッテで好評のメニューを取
り入れる。

e

営業期間・
時間の柔軟
な設定

現状維持

a

コースコン
ディション
の維持・充
実

・圧雪等による、より良いコースコン
ディションづくりの維持、充実
・スキー/スノーボード専用ゲレンデや
ハーフパイプの設置検討

ゲレンデ管理部門はスキー・ボードの
有資格者が多く、降雪、天候に応じた
メンテナンスを行っている。

継続
スノーボードが流行り始めたころ、衝
突事故やマナーの悪さから、ボードを
敬遠傾向にあったスキー場ではエリア
分けしていました。
胎内ではスキースクールと並行して
ボードスクールを開設しており、基礎
志向のボーダーが多くマナーも向上し
てきており、専用ゲレンデやハーフパ
イプの設置予定は、今のところ有りま
せん。

２
　
飲
食

e

飲食場所の
充実

・好天時の野外ブースの充実 レスラン・野外テラス・２階ホールス
ペース・無料休憩スペース全体をフー
ドコートの様に使用しています。

客層に応じ
たメニュー
開発

d
・女性向けメニューの充実 おすすめスパゲッティー・ピザ・揚げ

パンソフト・などメニュー開発・販売
しています。

現状維持

2-aと同じ。

c

地場産品の
販売場所の
設置

・ロッジ内に地場産品（地ビール、乳製
品など）販売コーナーを設置

26年度レストラン内で地ビールの出店
をして頂きました。

26年度には、ビール園による地ビール
と軽食販売を行いましたが、センター
ロッジ内ではスペースと保健所の関係
も有り、27年は降雪も遅く断念してい
ます。

b

地場産食材
を活用した
メニュー開
発

・ロッジごとの目玉商品の開発
・地場産食材を活用した軽食・おやつ
（スキー終了後などにちょっと空腹を満
たせるもの）の開発
・日替わり・週替わりメニュー等の導入
検討
・数量限定の「お楽しみメニュー」の導
入検討
・ 土日祝等のバイキング導入の検討

c

・コースの連絡サイン、各種施設案内サ
インの充実

ゲレンデエリア、コース案内板を設置
済み。

継続

b

効率的なリ
フト運行計
画の検討

・入り込み客数に応じた、日別等の運行
計画の策定

経費の節減と顧客満足を考慮し、曜日
別に必要最小限の運行を行っている。

継続

・閉鎖されていた１Ｆカウンターを平
成23年度からインフォメーション兼券
売所として活用、事務所と連動して対
応している。

継続

主なものとして
・FM新潟主催スノージャム参加
・下越スキー協議会によるイベント
参加
・学校、企業等各種団体への営業訪
問173ケ所
・ホテルと連動したパック券の販売
・ホームページへドローン空撮と動
画の挿入
　

結果は下記の入場者数となるが、降
雪状況も大きく影響している。

H22年度の入場者51,244人を100%として
H23＝100%
（12/29全面営業～3/13終了：74日）
H23＝128%
（12/23全面営業～3/25終了：94日）
H24＝112%
（12/30全面営業～3/24終了：85日）
H25＝105%
（12/31全面営業～3/23終了：83日）
H26＝121%
（12/20全面営業～3/22終了：93日）
H27＝ 78%
（1/15全面営業～3/13  終了：58日）

従来は営業活動の際に無料5回券を配布
していた物を25年度より１日券の1,000
円引券に変更した。
又、複数人で１日券購入する場合の割
引を実施した。
結果、リフト１日券と共にレストラン
の利用割合が増加している。
滞在時間が長くなっていると思われ
る。

b

４
　
人
材
育
成
・
活
用

コンシェル
ジュ機能の
強化

・有資格スタッフが必ず１人はいるよう
なコンシェルジュデスクをロッジ等に設
置

継続

a

「人（ス
タッフ）」
の魅力の積
極的な打ち
出し

・スクールやパトロールの有資格スタッ
フを積極的にＰＲ（スタッフ一人一人が
スキー場の顔となり、親切・丁寧なおも
てなしを提供するスキー場であることを
打ち出す）

・季節雇用者で占められるスタッフの
中に、社員スタッフを配置（インフォ
メ ー シ ョ ン カ ウ ン タ ー 、 レ ン タ ル
ショップ、ラストラン、キッズウェ
イ）

継続

３
　
施
設
・
コ
ー

ス

e

各施設の清
潔感の維
持・向上

・オープン前後の清掃の徹底や定期的な
見回りの実施

・厨房スタッフによる朝夕のロッジ内
清掃とゴミ回収業者による週3回の自動
販売機周りの清掃を実施。
・各部門毎の３Ｓ活動の実施。

備品類の充
実

d

・スキー、スノーボードスタンド等、顧
客目線で必要と考えられる各種備品類の
充実
・ウェア、スキー/スノーボードのレン
タル品の充実

・フリー休憩スペース、キッズルー
ム、二階ベランダの休憩スペースとし
て活用。
・レンタル用品は未就学児～上級者向
けまで対応可能で、用品は年に1/3が
ニュータイプに入れ替わり３年で一新
する。

継続

サイン類の
充実

・３年連続で降雪の遅
れで雪が無く、早期の
ゲレンデ作りが出来て
いない。

・リフト係員(季節雇用
者)の高齢化が進むと共
に人員不足に苦慮して
いる。

先回と同じ



責任担当：新生ビルテクノ㈱

a

胎内リゾー
ト産の加工
品等のＰＲ
および販売

・胎内リゾート産の加工品等のＰＲおよび販売

胎内ジャージーブランド

牛乳 前比 76.5％
飲むヨーグルト

164.3％
アイスクリーム 82.5％

リゾート内の他施設様と
の打ち合わせや話し合い
を要する提案のため進展
なし。
↓
Ｈ２８年度実施。

①ロビーのレイアウトを変
更し、加工品等の販売ス
ペースを提供し（委託販
売）出品者への売上・利益
還元を検討する。

胎内ジャージーブラン
ド実績
牛乳前年比40.8％、
飲むヨーグルト前年比
71.4％。
新規胎内ハム販売。

ロビーのレイアウト変
更を実施、販売ゴンド
ラを新たに設置。売店
売上前年比114.8％　ｱ
ｲｽｸﾘｰﾑは中止。ｼﾞｬｰ
ｼﾞｰ牛乳は発注通りに
納品されず、欠品状態
となることがあるた
め、市外の牛乳も並行
して取り扱っている。

b

胎内リゾー
ト施設利用
者へ、クア
ハウスたい
ない利用割
引サービス

・クアハウスたいないを利用した方へ胎内リ
ゾート施設の割引利用券等の発行を検討

*クアハウスの日割引
大人利用７００円
↓
前比 125.9％
*Ｈ２７年度入館数
↓
前比 96.5％

*クアハウス割引対象企
業 農業団体、第四銀
行、清水フードなど13社
前比78.3％
要因 ⇒内風呂の狭さ、
市外地企業のため遠方

他胎内リゾート施設への要
請。

胎内リゾート利用者
前年比64.3％。
胎内美術館来場記念用
にクアハウス利用無料
券を提供。
２９年度２月末入館者
数前年同期比96.0％。

胎内リゾート施設にク
アハウス割引ポスター
の掲示を要請。結果ア
ピール不足となる。

２
　
施
設
・
コ
ー

ス

a

（胎内リ
ゾート利用
者へ）レ
ジャーおよ
びレストス
ペースの推
進

・施設の性質および設備面から、全面的に
『日帰り温泉』と打ち出すには少々無理があ
る。しかし、家族一緒に温泉につかり過ごせ
るバーデゾーンやウォータースライダーがあ
り、レジャーおよびレストスペースとして利
用促進を目指す。
・具体的には（上記①-bにも共通するが）胎
内リゾート施設とクアハウスたいないの共通
割引利用券などの発行を検討。
・施設相互間の利用向上推進と、人が循環す
ることで胎内リゾート全体の活性化を図る。

*①-ｂに共通。
*市外保育園児団体の受
け入れ。
↓
実績 3団体
*トレーニング一般　↓
前比 122%

①－ｂ共通、胎内リゾート
施設の利用券（レシート・
領収書・半券）等の提示に
よる曜日・時間指定の割引
サービスの実施。
４月１日以降　クアハウス
利用の各種割引料金は導入
に向けて検討する。

1-ｂに共通
胎内リゾート利用入館
売上前年比64.3％。
クアハウスの日割引利
用売上前年比
101.3％。
ファミリー割引利用売
上前年比152.5％。

リゾート施設利用割引
はアピール不足。クア
ハウスの日、ファミ
リー割引は好調、３０
年以降も実施。その他
実施事項、櫛形登山
割・胎内市観光大使
割・５月５日子供の日
割・夏休み子供会員券
の発行・胎内市企業向
けクアハウス体験優待
券発行。

３
　
人
材
育
成
・
活
用

a

胎内リゾー
トへのコン
シェルジュ
機能を向上

・お客様から「この辺で食事ができる所はな
いか？」との
お問い合わせが多い。そのような場合に胎内
リゾート内の飲食施設等を案内するように誘
引セールスしたい。また、胎内リゾート各施
設観光する『周遊マップ』等のような物もあ
れば、積極的な情報発信も可能となる。

*胎内市発行の
おいしいガイドマップ
掲示と案内の実施。
↓
施設利用で食事タイム
を実施 ⇒ 施設外出
２時間ＯＫ。

胎内リゾート施設に係る掲
示物及びリーフレット等を
施設内に積極的に館内に掲
示、配置する。
特に問い合わせが多い飲食
関連に係る掲示物はほとん
ど無い状況であり、リゾー
ト内飲食店の積極的な案内
に努める。
そのため、胎内リゾート施
設等で飲食可能な施設に対
して、飲食マップ等の作成
を要請し、当施設利用のお
客様への案内への便宜を図
る。

*Ｈ27年度同様に実
施。
 胎内市発行のおいし
いガイドマップ掲示と
案内の実施。
↓
施設利用で食事タイム
を実施 ⇒ 施設外出
２時間ＯＫ。

新規オープン里山食堂
様へ積極的に案内。ま
た、里山食堂利用時の
無料コーヒー券（食事
後にサービス）をクア
ハウス利用客に、受付
カウンターでご自由に
お持ちく下さいと掲示
し、提供。

１
　
営
業
・
販
売

リゾート内の他施設様と
の打ち合わせや話し合い
を要する提案進展なし。

↓
Ｈ２８年度に実施。

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

28年度以降の
活動方針

H25 H27

27年度目標（値）
／結果

H29H26№ 名称 内容 H28

評価・分析
（25～27年度）

具体的な展開策 実施年度

■クアハウスたいない



責任担当：商工観光課

a
周辺施設と連
携による団体
客の獲得

ホテルやアウレッツ館と連携し、また、近隣の保育
園や小学校等にＰＲを強化し、動物とのふれあいを
中心とした「見る」・「聞く」・「触れる」の体験
型プランの提供・実施

ＰＲや口コミによる効
果で、近年で最多の来
場者数となった。（H27
年度:39,207人,前年度
比137%）

連携した体験プランの
実施は無かったもの
の、周辺施設のＰＲに
よる入場者が来場する
など一定の効果があっ
た。

近隣の保育園や小学
校、宿泊施設にもＰ
Ｒを強化し、来場者
アップを図る。

近隣の保育園や小学
校、宿泊施設にPRを
行い来場者の増加を
図る。／80件にDMを
行い20件の団体利用
があった。H30年度の
営業用DMを80件→370
件に増やし広域に宣
伝した。

近隣の施設と連携し
誘客に繋げることは
出来なかったが、保
育園や小学校などの
団体客への誘客を行
うことが出来た。今
後は冬季前の早い時
期から営業活動に努
める。

b
ガイド説明に
よる付加価値
の向上

今までの「ご自由にご覧ください」から、希望する
団体（特に保育園など）には、園内職員による動物
のガイド説明を行い、「楽しむ」に「学ぶ」をプラ
スしたサービス向上の検討・実施

保育園、小学校の希
望団体にガイド説明
を実施した。（H27:
胎内市5、市外5、計
10団体）

保育園・小学校の計
９団体にガイド説明
を実施した。

H28年以降も引き続
き、動物ガイドを実
施し、サービス向上
とリピーター獲得を
目指す。

保育園、小学校の希
望団体にガイド説明
を実施する。／H29年
度:胎内市1、市外5、
計6団体

今後も引き続き、希
望する団体に動物ガ
イドを実施し、サー
ビス向上とリピー
ター獲得を目指す。

c
新規目玉動物
の導入

H23年4月にアルパカを導入し、雑誌やマスコミ等に
取上げられた効果もあり、新潟県内には認知されて
きた。H25年4月より当市特産品である黒豚とジャー
ジー牛の飼育をスタートしたが、今後さらに誘客に
つながる新たな目玉となる動物の導入の検討を行う

モルモットや地鶏の
ふれあい開催日には
約100名の来場が
あった。

H27年度、モルモッ
トや地鶏を導入し、
ふれあい体験を実
施。

H28年度以降も、ア
ヒル等を導入する計
画があり、さらにふ
れあい動物の充実を
図る。

ふれあい動物を充実
させるため、H29年度
中に新規動物を導入
する。／H29.3にフェ
レット4匹を導入す
る。

見る・聞く・触れ合
える動物園は県内で
も貴重であり、樽ケ
橋遊園の動物ふれあ
いコーナーが認知さ
れてきた。

a
新たな遊具の
整備

幼児が安心して遊べ、ターゲットとなるファミリー
層の誘客につながる大型遊具の新規導入を検討

H27.5月、芝生広場
に滑り台を設置。

導入には多額な予算
を伴うことから、今
年度は未実施。

今後も、財政状況を
勘案しながら、新規
導入を検討する。

辺地債を活用してH29
年度中に大型遊具を
新規導入する。／
H29.11大型遊具を園
内中央の芝生広場に
設置した。

辺地債を活用して大
型遊具を設置したこ
とで新たな人気ス
ポットが誕生した。
今後の家族連れや保
育園の団体利用の誘
客及び満足度の向上
に大いに期待が持て
る。

b
テニスコート
スペースの活
用方法の検討

現在、使用してないテニスコートスペースの有効活
用を検討

今後も財政状況を勘
案し、整備を検討。

整備には多額な予算
を伴うことから、今
年度は未実施。

今後も、財政状況を
勘案しながら、整備
の検討する。

辺地債を活用してテ
ニスコート活用方法
を検討する。／H30年
度以降の樽ケ橋遊園
整備に係る基本設計
を委託し、テニス
コート用地に屋根付
休憩施設の設置を計
画した。

辺地債を活用しH30年
度に屋根付休憩施設
を設置し、H31年度よ
り運用を予定してい
る。今後は利便性の
高い新たな園内の施
設として、有効活用
の期待が持てる。

c
園内看板の整
備

飼育している動物の檻に、名称・特徴など統一した
表示看板を設置する

すべての看板設置を
完了。

H27年度にすべての
看板設置を完了。

今後は園内のエリア
マップの設置を検討
する。

園内のエリアマップ
の設置を検討する。
／実施しなかった。

辺地債を活用した施
設改修計画で園内の
配置が変更される予
定のため、サイン計
画の中で検討する。

d
ガイド説明ス
タッフの育成

リゾート・樽ケ橋エリアを含む、園内の動物ガイド
説明も行える人材の育成

飼育員による動物ガ
イドを実施し、利用
客に喜ばれた。

飼育員による動物ガ
イド説明を実践し、
経験を積んだ。

今後は、さらに経験
を積み、市全体の観
光情報を発信できる
人材育成を目指す。

飼育員による動物ガ
イド説明を実施し経
験を積む。／動物の
ガイドの他にも園内
の植栽やビオトープ
の説明など施設全体
のガイド説明を行っ
た。

今後は動物以外にも
園内の自然散策や樽
ケ橋エリア全体の情
報発信できる人材育
成を目指す。

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析
28年度以降の
活動方針

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年

度）

１
　
営
業
・
販
売

２
　
施
設
・
人
材

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29

■樽ケ橋遊園

H25H26H27



責任担当：㈱胎内リゾート

入込計画 結果(実績) 達成率 ※ボート営業含む
22,350人 22,383人 100.15% 入込計画　　　23,000人

結果(実績)　　27,310人
売上計画 結果(実績) 達成率 達成率　　 　　118.7％

16,200千円 20,094千円 124.04%

売上計画　　20,000千円
結果(実績)　23,845千円

●前年比 達成率　　　　 119.2％
人数/数量 売上

入場 109% 108% ●前年比（％）
釣竿 105% 105% 　　　人数/数量　売上

魚 102% 107% 入場　　118　　　120
売店 - 121% 釣竿　　127　　　120

その他 - 88% 魚　　  121　　　119
総　　計 - 108% ボート  117　　　123

売店　　　-　　　134
その他　　-　　  106
総　　計　-　　　121

a

H25

b

リゾート施設と連
携して顧客を相互
に誘導

・リーフレット等による
施設間ルートの明示
・他施設利用者への入場
優待の券等

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

評価・分析
（25～27年度）

H29

28年度以降の
活動方針

27年度目標（値）／結果

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H26H27

■フィッシングパーク

c

２
　
施
設
・
人
材

・GW等の繁忙期には流し場を2ケ所、
焼き場の増員で処理しているが、現状
の設備では限界に達している。
・各セクションで声掛けし,お客とのコ
ミュニケーションを図っている。但し
失敗する事も有る。
失敗例：
・釣った魚の管理の説明で「お金払う
から自分の勝手でしょ」と叱られる。
・入場受付窓口をスルーするお客に有
料と説明すると、厳しすぎると叱られ
る。

流し場の清潔感と作業性向上を目的と
して排水及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ・テント屋根
の整備を行う。
　　　↓
　　未実施

入場者数並びに客単価が年々増加傾向
にある。

・幼児を持つ母親向け雑誌の広告掲載
・新潟交通路線バスのポスター掲示
・一昨年からのHPをリニューアルし継
続する。
(胎内ﾘｿﾞｰﾄ 各施設の統一感を出す。）

・エリア内で迷うお客の為に、A5サイ
ズのパンフレットで裏面にエリア地図
を掲載、交差点に案内板を設置した。
・ホテル及びヒュッテ利用者に対する
優待プランとして無料入場券を発行し
た。

継続

・入り口傾斜で転ぶ高齢者対策として
階段を設置し、並行して斜路を設け
た。
・池に降りる通路の砂利敷きをコンク
リート舗装とした。

魚焼き場及び池方向にコンクリート敷
き通路を延長する。
　　　↓
　　未実施

・入口から池、施設周辺
の動線の整備を検討

b

日除け・雨避け対
策で居心地の向上

・テント並びにベンチ等
の設置

１
　
営
業
・
販
売

a

・流し場・焼き場施設の
充実と繁忙期の人員確保
・注意喚起と池周辺の初
心者のサポートを実施
（方言ＯＫ）

繁忙期の待ち時間
短縮と客への声か
け

当初に掲げた具体的な展開
策は、ソフト面ではそのま
ま維持･継続した。

ハード面では28年の活動方
針に朱記したほか、魚焼き
場の屋根改修工事を業者工
事と社内工事を取りまぜて
行った。

車椅子・乳母車使
用者へのバリアフ
リー対策

安心で簡単に、家
族で自然を楽しめ
るエリアをＰＲ

・H24に池の中州、H25に管理棟下にテ
ントとテーブルを設置し、突然の雨対
策と休憩所として利用頂いている。

お客の分散を図るため、池周辺への木
製ベンチの設置
　　　↓
　　29春に実施

.雑誌、ＨＰを活用した定
期的な情報発信

平成22年の客単価700円が1,000
円に、入込では1.6倍、売上で
は2.4倍にアップしている。

28年の成果は前年の15％ほど下
回っているが、29年はフィシイ
ングのみで入場者が27年比
100％、売上では110％となっ
た。



責任担当：新潟ビール醸造㈱

a
販売強化 ・地場産農産物を活用したメニューの提供

・胎内市外でのレストラン、酒販店への提供 昨年比180％の出荷
数であった。

県内外の飲食店を中心に
取扱店舗を増やす。

昨年比115％の出
荷数であった。

販路拡大によ
り、出荷数が大
幅に伸びた。

b

イベントの開催 ・ ワイナリーとの合同イベント「ワインを楽しむ会
 （7月開催）」
 ・オクトーバーフェスト（9月ころ）の実施
 ・アマチュアバンドを呼んでのライブの開催
 ・BEERフライデー（7月中頃～8月）の実施
・ビール倶楽部会員による月１回イベント

取扱店様の協力を
仰ぎ、ビールの会
を定期的に開催す
る予定。

７月にBBQ大会を実施。（新
潟市内のお客様）

ビールの会など自社イベ
ントを積極的に実施して
いく。

年２回（ときや
旅館、大阪市内
飲食店）開催。

人材不足もあ
り、年間6回開催
には至っていな
い。

c

ホテルとの連携 ・ホテルでのビールのPRの実施

今後も継続。
インフォメーションコーナー
にてポスター、パンフレット
を掲示して頂いている。

宿泊宴会プラン等、連携
を深めていく。

宿泊宴会プラン
等、実施。

インフォメー
ションコーナー
にてポスター、
パンフレットを
掲示して頂いて
いる。

a

地域特産品の積極
的に利用

・地場産農作物を活用したメニューの提供

今後も継続。
レストランにて提供してい
る。

今後も継続。

季節野菜をラン
チメニューに組
み込んでいる。

レストランにて
提供している。

b
ビール園でしか味
わうことができな
い料理の提供

・ スペアリブなどドイツ料理その他
・ビール漬け料理の提供

レストラン利用客
数は昨対比８０％

ビール漬け料理の提供。
今後もブラッシュアップ
を継続させる。

レストラン利用
客数は昨対比
50％

ビール漬け料理
の提供。

c
団体客への料理提
供

・ 予約団体客へのビールと料理の提供
宴会利用客数は、
昨対比180％UP

積極的に誘客を続ける。 積極的に誘客を続ける。
宴会利用客
昨年比60％

直営店OPEN以
降、予約激減。

３
　
施
設
・
人
材

a

２階フロアの有効
活用

・売店スペースの営業開始
・ 客席での軽食の提供
・２F客席での飲食の提供
・ビール工場見学の実施 工場見学者数は昨

対比120％UP
食堂を再開。
工場見学もスタート。

今後も継続。
工場見学者数
昨対比220％

団体客需要は多
く、増加してい
る。

29年度目標
（値）

／結果（見込）
最終評価・分析

28年度以降の
活動方針

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

２
　
飲
食

１
　
営
業
・
販
売

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29

■胎内高原ビール園

H25H26H27



■ミネラルハウス 責任担当：胎内高原ハウス㈱

a

自社製品の販売強
化

・需要の増加が見込める保存水の販売倍
増を目指す
・新たなオリジナル商品の製造販売の拡
大
・観光施設及び加工施設と販売促進の相
乗効果を図る

結果/胎内リ
ゾートエリア
販売実績
8,859本

防災備蓄用の長期
保存水（胎内高原
の保存水）の計画
する販売量が下
回った。

保存水の賞味期限
が6年であること
から、納品先事業
者への定期的な訪
問や各自治体、福
祉施設を対象に販
売促進を図る。

保存水の販売見込
380,000本

防災備蓄用の長
期保存水（胎内
高原の保存水）
の2ℓは計画を上
回る見込みであ
るがその他は販
売量が下回る見
込み。

b

大手メーカーとの
タイアップ

・大手メーカーとのタイアップによる新
たな商品製造と安定した販路先の確保
・プライベートブランド（ＰＢ）商品の
開発

販売目標
2,363,000本/
販売実績
1,492,918本

他のＰＢ商品が順
調に増産している
中で、販売戦略の
変更により、主力
商品の販売数が低
調であった。

安定した販路先の
確保を図るため、
付加価値を高めた
ＰＢ商品の製造を
促進する。

販売目標
2,050,000本/
販売見込
1,060,000本
（目標比51.7%）

取引先の影響に
より販売数が
減っている。

c

マーケティングに
よる市場拡大

・消費者ニーズに応える魅力ある商品を
製造して市場拡大を図る
・インターネットでの商品ＰＲ

結果/健康志向の
高まりにより、安
心安全な地元産の
原料を使用した健
康茶の製造を強化
した。

地元産の原料を使
用した健康茶につ
いては連携協定の
締結により、商品
のＰＲが図られ
た。

消費者ニーズの多
様化に対応する商
品開発と定番商品
の販売強化を図
る。

健康志向が高い
中、安心安全な地
元産の原料を使用
した健康茶の製品
開発を進めてい
る。

地元産の健康茶
（「茶々」）の
開発を進め、販
売拡大に努めて
いる。

２
　
飲
食

a

見本市や各種イベ
ントへの積極的参
加

・地元産物を原料とした料飲を提供して
ＰＲとイメージアップを図る

結果/健康茶の原
料となる地元産杜
仲の使用割合の増
産を推進するた
め、Ｈ27年度に栽
培促進に係る連携
協定を締結した。

市内外のイベント
に出展し、販売と
併せ観光ＰＲを実
施した。

今後も継続し実施
する。

地元産の原料を使
用した健康茶の製
品開発を進めてい
る。

地元産の健康茶
の開発を進め、
販売拡大に努め
ている。

３
　
施
設
・
人
材

a

施設の稼働率向上 ・設備メンテナンスの実施
・マニュアルの効率性を見直し、作業効
率と経費節減を図る

販売数量の予測に
より、製造量の適
正化と発送作業に
おける効率化を
図った。

設備修繕計画を作
成し、随時メンテ
ナンスを実施し
た。

今後も継続し実施
する。

製造設備の大規模
補修を行った

定期的なメンテ
ナンスや改修を
行うことで安定
した製造、出荷
ができる

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析
28年度以降の

活動方針

１
　
営
業
・
販
売

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（27年度）

H25H26H27



■胎内高原ワイナリー 責任担当：農林水産課

a

胎内高原ワイン
のイメージ定着

・統一したテーマでの商品展開
・ワインラベルのデザインの同一性を図り
認知度を向上
・パンフレット、ホームページ等の一貫し
たデザイン統一

-

統一性のあるラベル
のデザインを見直し
により、商品の展開
を実施した。

オリジナルティの
あるポスターを作
製し、宣伝広報の
強化を図る。

作製したポスターを
酒販店等に配布し認
知度の向上が図られ
た。

ラベルデザイン、チ
ラシ、ポスター等を
統一したテーマで作
成し、認知度の向上
が図られた。

b

ワインセミナー
の実施

・市民等を対象にしたワインセミナーを開
催

未実施

未実施であったが、
県内の需要を考慮す
るとワインセミナー
等の開催について検
討を要する。

Ｈ28年度からシニ
アワインアドバイ
ザーを採用してい
ることから検討す
る。

10周年記念イベント
でソムリエを招き講
演会を実施した。

胎内高原ワインが注
目されており評価が
高いことを参加者に
認識してもらえた。

c

コンクール受賞
を視野にいれた
ワイン造り

・ 国産日本ワインコンクール等に入賞する
ことでの知名度の向上
・受賞を視野に入れたワイン製造をするこ
とでの品質向上

欧州系品種（赤）4
点、同品種（白）2点
を出品。結果/赤　銅
賞2点、奨励賞1点・
白　銅賞2点

4年連続の受賞によ
り、品質の高いワイ
ンとして評価と知名
度の向上が図れた。

今後も日本ワイン
コンクールに出展
する。

欧州系品種（赤）4
点、同品種（白）2点
を出品。結果/赤　銀
賞1点、銅賞1点・白
銅賞1点

6年連続の受賞によ
り、品質の高いワイ
ンとして評価と知名
度の向上が図れた。

d

ワイン販促会へ
の参加

・販路拡大を図るため積極的に参加 ・卸事業者主催の県
内最大級のワイン会
に出展。
・「にいがたワイン
フェスタinメデア
シップ」に出展。

県内外で開催される
ワイン展示会の出展
により、販路拡大が
図れた。

シニアワインアド
バアイザーによる
販路開拓を推進す
る。

・県内外の卸事業者
主催の展示、試飲会
に出展。

県内外で開催される
ワイン展示会や試飲
会の出展により、販
路拡大が図れた。

e

ロイヤル胎内
パークホテル売
店と連携した販
売促進

・各種ワインの特徴やぶどう畑の情報提供
・サンプルや古樽等の 販売販促物 グッズの
提供 古樽を提供し、売

店にディスプレイ
用として提供し
た。

古樽等を使用し、ワ
インコーナーのディ
スプレイが設置さ
れ、新商品等の情報
も併せて提供し販売
促進が図られた。

今後もできること
は実施する。

古樽を提供し、売店
にディスプレイ用と
して提供ている。

古樽等を使用し、ワ
インコーナーのディ
スプレイが設置さ
れ、新商品等の情報
も併せて提供し販売
促進が図られてい
る。

f

県外や首都圏へ
の販売強化

・県外イベントの出展や県外物産館等での
販売促進 県外の取引先である

卸事業者が主催する
展示会に出展した。

Ｈ26年度から県外の
卸業者と取引が開始
され、年々出荷量が
増加した。

シニアワインアド
バイザーによる販
路開拓を推進す
る。

県外の取引先である
卸事業者が主催する
展示会に出展した。

県外の卸業者と取引
が開始され、県外の
出荷量が増加した。
（県外の比率は約
38％）

２
　
飲
食

a

市内ホテルでの
使用

・低価格ワインを宴会やパーティー等で飲
み放題の使用
・ホテル限定のワインやワインラベルの共
同開発
・ワインの味を引き立てる料理の共同開発
・ソムリエ講師によるワインイベントの開
催

優先的に受賞した
ワイン及び数量限
定ワインの納入を
図った。

受賞したワインの取
扱いにより、誘客促
進の効果が図られ
た。

製造本数が限定さ
れているワインと
して、優先的に納
品をし誘客促進を
図れるよう今後も
実施する。

受賞したワインや１
０周年記念ワイン等
を優先的に納品し
た。

受賞したワインと記
念ワインの取扱いに
より、誘客促進の効
果が図られた。

３
　
施
設

a

ワイナリーツ
アーの開催

・市民等を対象にしたワイナリーやぶどう
畑の見学ツアーの開催
・ホテルと連携したワイナリーやぶどう畑
の見学を取り入れた企画の共同開発

未実施

未実施であったが、
天候、収穫時期、ワ
インの仕込み状況等
を総合的に判断する
とツアー等の企画は
困難である。しか
し、商品の販路拡大
に関連する視察は個
別で対応をしてい
る。

次年度で操業開始
10年となることか
ら、10周年記念事
業として限定ワイ
ン、イベント等を
計画し実施する。

10周年記念事業とし
て板額会コラボレー
ションによる限定ワ
インの発売、10周年
記念イベント等を実
施した。

未実施であったが、
商品の販路拡大に関
連する視察は個別で
対応をしている。

１
　
営
業
・
販
売

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析
28年度以降の

活動方針
27年度目標（値）

／結果
評価・分析

（25～27年度）

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H25H26H27H28H29



責任担当：㈱胎内リゾート

a

夜間営業の検討 ・週末やトップシーズンにおける夜間営業の検討
・夜間営業に連動した、宴会メニューの検討・営
業活動

Ｈ22を100とする
と、売上118,客数
108。営業利益は
黒字に転換。

夜間営業のニーズは
なく、夜の宴会のみ
の対応とした。

特に延刻とする
ニーズはなく宴会
対応のみ営業。

アルバイトで蕎
麦打ち職人採
用。

夜間営業は効率
も踏まえ宴会予
約時のみとす
る。

b

料理メニューの
魅力PR

・お品書きのリニューアル
・お品書きへの記載や店内掲示等、地場産食材の
活用の積極的なPR

山菜、茸他モロヘイ
ヤ、米粉を使用した
メニューを提案。

継続する。 長寿御膳（9
月）、茸膳（10
月）等季節や歳
時記を捉えたメ
ニュー発信。

店舗の強みとな
る事から継続実
施。

a

ホテルとの連携
による「食」の
選択肢の多様化

・予約制蕎麦懐石など、ホテル日帰りプラン、宿
泊プランへの料理開発
・ホテル飲食メニューへの蕎麦の積極的な提供

ホテルメニューに
多様。揚げ蕎麦あ
んかけ等で提供。

宴会プランとして蕎
麦会席や椀子蕎麦を
ホテルで提供してい
る。

継続する。 蕎麦が劣化する
事で椀子は止
め、揚げ蕎麦の
みの対応。

みゆき庵宴会の
ホテル和食のサ
ポート。

b

料理の付加価値
向上

・季節限定の商品開発
・手作りの漬け物など、地場産食材を活用した蕎
麦に「プラスできる一品」の開発

夏季「紫蘇ジュー
ス」の提供。時価
農園でモロヘイ
ヤ、唐辛子を生
産。

天婦羅の具材、漬物
や薬味等に地元野菜
を活用している。

Ｈ２８は天然舞
茸、自然薯等も活
用を検討する。

地場産の活用で
は「マコモ茸」
を本格使用。

ここでしか味わ
えない天ぷら具
材が売りとなっ
ている。

c

蕎麦粉を活用し
た甘味・お菓子
開発

・ホテルパティシェとの連携による甘味・お菓子
開発

何らかの形でそば
食材を継続使用。

Ｈ２６蕎麦饅頭、翌
２７クレープを限定
販売。

継続する。常時販
売可能か見極め。

ホテルパティシ
エと連携し、そ
ばクレープをイ
ベント時に提供
した。

そばまつりのイ
ベントでクレー
プ販売を実施。
常時販売は困
難。

d
地場産品の積極
的な利用

・地ビールや地酒、水（ペットボトル）などは原
則胎内産の販売に限定

地場品とＮＢの
品揃え。

常時販売もＮＢに
注文が集中。

地場産に絞り込む
のは難しい。

メニューの選択
肢として提供。

地場に特化する
事は出来ない。

a
独立店舗として
の環境整備

・インターネット環境の整備
・パソコン最新機種の導入

売上日報のみ。販
促物はホテルで実
施。

環境整備に多額の費
用が掛かり変更。

マーケティング資料
はホテルに集約。

ホテルのサポー
ト体制を維持。

b
店内と外構の改
善

・店内の汚れや老朽箇所のメンテナンスの実施
・店舗周辺の植栽や水流のメンテナンスの実施

日々の清掃管理を
記録する

清掃台帳による日々
の定期確認を行動基
準に。

清掃台帳の活用、
定着を図る。

日報提出を義務
化。

継続して取り組
む

c
適切な人員体制
の整備

・店長不在時に店を預かるスタッフの能力向上 ホテル和食の管
轄にしている

次代の店長候補を
育成中。

継続する。 アルバイトで蕎
麦打ち職人採
用。

従業員の高齢化
により育成は急
務

29年度目標
（値）

／結果（見込）
最終評価・分析

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

28年度以降の
活動方針

１
　
営
業
・
販
売

■みゆき庵

２
　
飲
食

３
　
施
設
・
人
材

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29H25H26H27



責任担当：生涯学習課

１
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

a

夜間プログ
ラムの充実

・飲食とともに星空を楽しむプログラムの開発
・星を楽しむ小規模イベントの頻繁な開催
・大人から子供まで楽しめる説明と案内資料の
作成

観望会：47回→31回
ヨガ：2回→2回
     40名→33名

飲食と星空を同時に楽し
むことは、照明等の影響
で困難。
イベントは毎週開催して
いる観望会、女性限定で
ヨガとセットにした特別
観望会は好評。

イベントは引き続き継
続。
親子で楽しめるイベント
等を企画する。

観望会
　：47回→27回
ヨガ：2回→2回
    40名→37名

天候に恵まれず
観望会中止が多
かった。
ヨガは人気があ
り、普段来ない
層が足を運ぶ良
いきっかけに
なっている。

a

屋上の使用
方法の改善
と積極的な
利用

・夜間利用の拡大と充実
・日中利用の規制緩和（飲食できる場所として
の活用）

同上

屋上での女性限定のヨガ
イベントを開催し、好評
であった。
飲食できる場所として
は、入館料や利用時間な
ども含め検討しなければ
ならない。

夜間利用については開館
時間も含め検討。
日中の利用については、
入館料を含め検討。

夜間利用につい
てはイベントの
充実を検討し
た。
日中の利用につ
いては、昼食休
憩の場としての
屋上の開放等を
検討した。

屋上での女性限
定のヨガイベン
トを開催し、好
評であったため
回数を増やす予
定である。
飲食できる場所
としては、入館
料や利用時間な
ども含め検討し
なければならな
い。

b

施設と一体
となった周
辺空間の利
用促進

・営林地の使用規制緩和の検討（飲食、限定的
な火気利用の検討など）
・休憩施設の設置検討（仮設や可動式などの休
憩具による）

検討する。

星まつりの際、利用して
いる。

周辺の営林地について
は、他課と協議し利用方
法について統一する必要
があり検討していない。

他課との協議。

安全管理上難し
いため、検討不
可。（駐車場を
含め天文館の建
物以外は敷地外
であり、運用は

安全管理上難し
いため、検討不
可。

a

高い専門性
を楽しく伝
えられる人
材の育成と
確保

・予備知識の無い人が楽しめる解説の工夫

引き続き継続する。

客層に合わせて解説を
行った。

天文指導員を配置し、子
供から大人まで楽しめる
解説を行っている。

引き続き天文指導員を配
置し、いつも同じ解説に
ならないように努める。

引き続き天文指
導員を配置し、
いつも同じ解説
にならないよう
に努めた。

引き続き天文指
導員を配置し、
いつも同じ解説
にならないよう
に努める。

b

労働時間の
見なおしと
施設の開設
時間の検討

・夜間の開放に主軸を置いた開設時間の設定

週末限定で夜間も開館を
行う。

天文現象に合わせて夜間
も開館を行ったが、天候
により中止となる場合も
あった。

時期などにより、開館日
数や開館時間の検討をし
なければならないが、ス
タッフ数の問題や、天候
等により集客に影響があ
ることから検討中であ
る。

管理会社の体制や施設の
利用方法も含め検討。

平日の夜間はボ
ランティアス
タッフの人数確
保が難しく、暗
い屋上及び屋内
の安全管理がで
きないため、実
施は困難であ
る。

平日の夜間はボ
ランティアス
タッフの人数確
保が難しく、暗
い屋上及び屋内
の安全管理がで
きないため、実
施は困難であ
る。

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

■胎内自然天文館

具体的な展開策 実施年度 27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

28年度以降の
活動方針

H29

２
　
施
設

29年度目標
（値）

／結果（見込）
最終評価・分析

№ 名称 内容 H25H26H27H28

３
　
人
材



責任担当：生涯学習課

a

人気のあるプ
ログラムの拡
大と内容の充
実

・天然石アクセサリーづくりのバリエーション
拡大
・天然石アクセサリーづくりのロイヤル胎内
パークホテルへの出前講座
・陶芸体験の受け入れ人数拡大を検討

【目標】アクセサ
リー作りのロイヤル
への出前講座を行う
【結果】スタッフの
交代などにより熟練
度が上がらず、実施
できなかった。

一部実施するもス
タッフ交代などから
見送り中。27年度も
スタッフが交代した
ため実施できなかっ
た。

スタッフの熟練度を
上げた上で本格的に
行う。アクセサリー
作りの出前講座につ
いては28年度に一部
実施できた。

【目標】アクセ
サリー作りのロ
イヤルへの出前
講座を行う
【結果】スタッ
フの交代により
実施できていな
い。

一部実施するも
スタッフ交代な
どから見送りが
続いた。毎年ス
タッフの交代が
あることが大き
なネックとなっ
ている為、この
点を改善する必
要がある。

b

施設の展示品
の整理と季節
ごとの入れ替
えの実施

・展示品の美しさを楽しむ見せ方やアート的な
見せ方の実施
・ゆとりとストーリー性のある展示空間づくり
の実施

【目標】1か所でも
実施する
【結果】小規模な展
示内容の変更、新た
な展示テーマの制作
を行った。

展示の季節ごとの入
れ替えは現在の人的
条件からは難しいが
小規模な展示内容の
変更や新たな展示
テーマの実施は部分
的に行っている。

展示の大規模な変更
には若い専門員の参
加が必要。現在1名候
補がいるので少しず
つでも実施してい
く。

【目標】1か所で
も実施する
【結果】専門員
候補は不在とな
り、結果として
実施できなかっ
た。

小規模ながら展
示の更新は行っ
てきているが、
本格的に行うに
は人員不足や若
い専門員の不在
などがネックと
なっている。

a

施設の展示品
の整理と季節
ごとの入れ替
えの実施

・展示品の美しさを楽しむ見せ方やアート的な
見せ方の実施
・ゆとりとストーリー性のある展示空間づくり
の実施

【目標】1か所でも
実施する
【結果】小規模な展
示内容の変更、新た
な展示テーマの制作
を行った。

収蔵品の分類整理は
継続的に勧めてい
る。

若い専門員の配置、
収蔵場所の不足など
の課題を解決する必
要がある。若い専門
員候補がいるので、
熟練度を上げて実行
していく。

【目標】1か所で
も実施する
【結果】専門員
候補は不在とな
り、展示の更新
は結果として実
施できなかっ
た。

小規模ながら展
示の更新は行っ
てきているが、
本格的に行うに
は人員不足や若
い専門員の不在
などがネックと
なっている。

b

施設の外部空
間の利用促進

・春、秋などに施設外で行う体験の検討

【目標】鉱物採集ツ
アーの実施
【結果】春に鉱物採
集ツアーを実施し
た。

鉱物採集ツアーを年1
回実施し、毎回好評
である。秋にも1度実
施した年があるが、
その後1回に戻した。

今後も継続し、内容
の充実も検討する。

【目標】鉱物採
集ツアーの実施
【結果】春に鉱
物採集ツアーを
実施した。

鉱物採集ツアー
を年1回実施し、
毎回好評であ
る。ニーズの高
さが感じられ
る。

c

施設の利用度を
高めるチケット
改善

・展示と体験をセットにした入場券の販売を検
討

【目標】具体案、実
施の可能性について
検討する
【結果】具体案等、
検討できていない

現在の所、具体的に
検討されていない。

料金自体の改定も含
め、今後の検討課題
とする。

【目標】具体
案、実施の可能
性について検討
する
【結果】具体案
等、検討できて
いない

現在の所、具体
的に検討されて
いない。

３
　
人
材

a

解説や指導を
行う市民の育
成と確保

・施設ボランティアや友の会的な組織づくりの
模索

【目標】具体的な活
動を行う。組織化に
ついては検討
【結果】27年度は鉱
物採集ツアーのガイ
ドなどを行った。組
織化の検討はまださ
れていない。

施設ボランティア
は、自主的に参加す
る常連が存在し、展
示制作や解説にも部
分的に関わってい
る。組織的ではない
がイベント等で協力
し合うことは可能。

現状から必ずしも組
織づくりが必要でな
いといえるが、組織
として立ち上げるこ
とも検討していく。

【目標】具体的
な活動を行う。
組織化について
は検討
【結果】29年度
は鉱物採集ツ
アーのガイドな
どを行った。ボ
ランティアスタ
ンプ事業への登
録について検討
中。

施設ボランティ
アは、自主的に
参加する常連が
存在し、展示制
作や解説にも部
分的に関わって
いる。組織的で
はないがイベン
ト等で協力し合
うことは可能。

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28

■クレーストーン博士の館

２
　
施
設

H29

１
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

H25H26H27

28年度以降の
活動方針

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

29年度目標
（値）

／結果（見込）
最終評価・分析



責任担当：生涯学習課

a

人気のあるプロ
グラムの定期的
な実施

・バックヤードツアーや昆虫に触
る体験などの定期開催

【目標】チョウの餌や
り体験ほか昆虫のふれ
あい体験を常時実施
【結果】常時実施

チョウの餌やり体験ほ
か昆虫のふれあい体験
は期間中常時実施、
バックヤードツアーは
要望に応じて実施して
いる。

人気の体験を実施しつ
つ、新しい体験プログ
ラムの開発にも積極的
に務める。

【目標】チョウの餌
やり体験ほか昆虫の
ふれあい体験を常時
実施、新しいプログ
ラムの開発
【結果】常時実施で
きたが、新しいプロ
グラムは実施できて
いない。

既存の体験メ
ニューは好評
で、取材等で必
ず取り上げられ
るものなので今
後も継続すべ
き。一方新しい
プログラムも今
後開発していく
べき。

b

体験プログラム
の受け入れ窓口
整備

・ホテルフロントなど受け入れ窓
口の一本化を図る

必要性が薄れており、
行っていない。

現在も複数の受け入れ
窓口を持つが、窓口ご
との受け入れ内容が整
理された結果一本化の
必要が薄れている。

窓口が今以上に増えな
ければ問題ない。今後
不要と思われる。

【目標】行わない
【結果】行わない

合併後、体験プ
ログラムの受け
入れに混乱が生
じたが、今後は
問題ないと思わ
れる。解決済
み。

２
　
施
設

a

夜間の施設開放

・夜間の施設開放を星まつり等イ
ベントを活用して実施

【目標】星祭りの日程
に合わせて実施する
【結果】実施した。

星祭りの日程に合わせ
て実施したが、来館者
は０だった。星祭りの
来場者には会場からの
移動は困難であり、
ニーズも少ないと思わ
れる。

PRの方法や魅力のある
展示、プログラム、
ニーズの発掘など検討
してみる。

【目標】星祭り会場
からの移動等につい
て検討する
【結果】良い解決策
がなく、夜間受入も
実施していない

星まつり開催中
に実施するに
は、会場からの
移動や、星まつ
り参加者の昆虫
の家に対する
ニーズに問題が
あると思われ
る。

３
　
人
材

a

飼育補助を行う
市民の育成と確
保

・施設ボランティアや友の会的な
組織づくりの模索

【目標】試験的に導入
し、活動する
【結果】活動し、昆虫
教室の補助、胎内平の
昆虫解説板や小冊子の
制作などを行った。

試験的に導入し、昆虫
教室の補助、胎内平の
昆虫解説板の制作など
様々な活動を行った。
会員の意欲は高く、昆
虫教室を盛り上げた
り、新聞で紹介された
りもしたため、ある程
度のＰＲ効果があった
と思われるが、職員が
時間を多く割いてし
まったことはやや問題
である。

管理委託となった現在
は、職員が関わる従来
のような活動は困難だ
が、自律的な活動の中
で飼育・展示やイベン
トの補助ができるよ
う、可能な方法で継続
する。

【目標】職員が関わ
る形での実施は困難
だが、任意の活動は
可能な範囲で継続し
てもらう。また、他
の方法も模索する。
【結果】胎内平の昆
虫解説板の設置など
が行われた。またボ
ランティアスタンプ
事業への参加を検討
中。

管理委託となっ
た現在は、職員
が関わる従来の
ような活動は困
難であるが、参
加者は一定の活
動を自主的に
行っている。

H26H27

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析
27年度目標
（値）
／結果

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

28年度以降の
活動方針

評価・分析
（25～27年度）

■昆虫の家

１
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29H25



■黒川郷土文化伝習館 責任担当：生涯学習課

a
新たなプログラ
ム（見学、体
験）の開発

・胎内リゾート内の文化財・遺跡を紹介
するツアーの開催
・鳥坂城～黒川城登山体験の中間拠点と
して登山計画
・子どもから大人まで気軽に楽しめる体
験プログラム（縄文火起こし・弓矢体
験、まが玉づくり、紙づくりなど）

【目標】30団体
【結果】28団体

一定の効果は
あったので、今
後は体験内容の
周知に力を入れ
たい。

H28年に美術館が
隣接して開館す
るので、芸術活
動体験も含めた
プログラムを開
発予定

【目標】30団体
【結果】29団体

一定の効果はあっ
たので、今後は体
験内容の周知に力
を入れたい。

ｂ
企画展の開催、
展示替えの実施

・市民の方々、来客者の意見を取り入れ
ながら実施

【目標】年3回
【結果】年2回

寄贈資料の企画
展示を中心に実
施した。

美術館との連携
企画、地域の
テーマ企画展を
予定。

【目標】年3回
【結果】年2回

寄贈資料の企画展
示を中心に実施し
た。

２
　
施
設

a

胎内市の歴史文
化発信基地とし
ての認知度の向
上

・胎内市の通史、偉人などを紹介する展
示の充実
・資料増加に伴う施設増築の検討

【目標】展示替
【結果】昨年度
よりも充実させ
た。

一定の効果は
あったので、今
後も更新してい
きたい。

美術館にも伝習
館の資料を一部
展示する。

【目標】展示替
【結果】昨年度よりも充
実させた。

一定の効果はあっ
たので、今後も更
新していきたい。

３
　
人
材

a
解説や指導を行
う市民の育成と
確保

・施設ボランティアや友の会的な組織づ
くりの模索

【目標】規約案
の作成
【結果】来年度
より友の会発予
定。

個人的な応援は
あるが、組織と
しては機能して
いない。

H28年から隣接す
る美術館とあわ
せて友の会を発
足し組織化。

ボランティアスタンプ
機関として登録

組織的に機能して
きている。

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 H25H26H27

28年度以降の
活動方針

１
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

内容 H28H29



■シンクルトン記念館 責任担当：生涯学習課

a
新たなプログラ
ム（見学、体
験）の開発

・石油の湧出を実感できるツアーの開
催
・蔵王権現遺跡～黒川城登山体験の中
間拠点として
・子どもから大人まで気軽に楽しめる
体験プログラム（採油体験、散策会な
ど）の実施

【目標】30団体
【結果】25団体

一定の効果は
あったので、体
験内容の周知に
力を入れたい。

宮久炭坑・持倉
水晶山巡りなど
をあわせて実施
する。

【目標】30団体
【結果】30団体

一定の効果は
あったので、体
験内容の周知に
力を入れたい。

b
企画展の開催、
展示替えの実施

・市民の方々、来客者の意見を取り入
れながら実施

【目標】年2回
【結果】年1回

一部展示品を追
加した。

石油関連にこだ
わらず、幅広い
分野で検討。

【目標】年2回
【結果】年1回

一部展示品を追
加した。

a

日本最古の石油
発祥地、国史跡
としての認知度
の向上

・石油の歴史、石油に関する情報を紹
介する展示の充実
・燃水祭のPR施設として
・散策ルート、新たな案内看板の設置

【目標】展示替
【結果】昨年度
よりも燃水祭の
認知度が向上し
た。

一部展示品を追
加した。

燃水祭の周知方
法の検討

【目標】展示替
【結果】テレビ放映
等により昨年度より
も燃水祭の認知度が
向上した。

石油公園の周知
ができた。

b
近代化遺産とし
ての認知度の向
上

・近代化遺産への登録検討

【目標】登録の
ための調査
【結果】環境整
備の実施

登録のための環
境整備。

登録申請

【目標】登録のため
の調査
【結果】環境整備の
実施

登録のための環
境整備を実施。

ｃ 周辺自然の利用
・昆虫、植物などの自然観察コースと
して
・メダカ、ザリガニの観察池として

【目標】年5回
【結果】年5回

一定の効果は
あった。

ザリガニ観察池
の活用。

【目標】年5回
【結果】年5回

一定の効果は
あった。

３
　
人
材

a
施設の解説や維
持を行う市民の
育成と確保

・施設ボランティアや友の会的な組織
づくりの模索

【目標】規約案
の作成
【結果】来年度
より友の会発予
定。

個人的な応援は
あるが、組織と
しては機能して
いない。

周辺市町村の組
織と交流を図
り、友の会を設
置する。

【目標】規約案の作成
【結果】越の国黒川臭
水遺跡保存会とのタイ
アップ

イベント実施に
ついてボラン
ティア参加が増
加した。

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29

28年度以降の
活動方針

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

２
　
施
設

H25H26H27

１
　
プ
ロ
グ
ラ
ム



■スポーツ施設（胎内球場、ラグビー場、ライフル射撃場） 責任担当：生涯学習課

a 胎内球場
水はけがよく、イレギュラーが少ない状況の維持保全
（機械整備・オーバーホールなど）に努める。
業務委託等の検討。

利用者ニーズを把
握し、効率的な環
境整備を実施。

一定の成果あり、
合宿利用者から喜
ばれている。

継続的な利用者
ニーズの把握。

辺地債を活用した改
修工事を実施するこ
とができた。

胎内アウレッツ館
におけるスポーツ
合宿受入に十分貢
献している。

b 芝グラウンド
水はけの改善や雑草対策による芝養生（芝再生）。
業務委託等の検討。

H26から排水改善作
業を実施。

排水改善について
一定の成果があっ
た。

継続的な排水及び
不整地改善の実
施。

排水改善作業の実施
により、一定の成果
があった。

同上

c ライフル射撃場
適正な射場設置や定期的なアップデートにより、日本
選手権が開催できるレベルの確保。
業務委託等の検討。

ＪＯＣ認定競技別
強化センターに認
定され、ナショナ
ルチームが利用。

毎年、合宿・大会
利用等で利用され
ている。

引き続き日本選手
権が開催できるレ
ベルの確保。

ＪＯＣ認定競技別強化セ
ンターに認定され、ナ
ショナルチームが利用。

同上

a 胎内球場
合宿時のワンストップ窓口（胎内アウレッツ館）
 ８月合宿利用の優先確保調整。

胎内アウレッツ館
と連携した合宿受
入あり。

一定の成果あり、
リピーター確保に
繋がっている。

継続的に実施す
る。

胎内アウレッツ館と
連携した合宿受入あ
り。

同上

b 芝グラウンド
合宿時のワンストップ窓口（胎内アウレッツ館）
合宿利用の優先確保調整。

同上 同上
同上
（更なる推進） 同上 同上

c ライフル射撃場
合宿時のワンストップ窓口（胎内アウレッツ館）
合宿利用の優先確保調整。体験射撃の実施。

同上 同上
同上
（更なる推進） 同上 同上

a 胎内球場
定期的な清掃によるコギレイな状態維持。
導線の草刈りなど景観整備など。

定期的な清掃を実
施。

一定の成果はある
が、便器数不足の
声がある。

清掃活動から清掃
点検へ（点検シー
ト作成）

定期的な清掃を実
施。

同上

b 芝グラウンド
定期的な清掃によるコギレイな状態維持。
導線の草刈りなど景観整備など。

定期的な清掃を実
施。

一定の成果あり。
清掃活動から清掃
点検へ（点検シー
ト作成）

同上 同上

c ライフル射撃場
定期的な清掃によるコギレイな状態維持。
導線の草刈りなど景観整備など。

定期的な清掃を実
施。

一定の成果あり。
清掃活動から清掃
点検へ（点検シー
ト作成）

同上 同上

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

２
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

3
清
潔
さ
の
向
上

H25H26

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29

28年度以降の
活動方針

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

H27

１
品
質
の
向
上



■胎内フラワーパーク 責任担当：農林水産課

リゾート施設と連携し誘客を図る。
結果/年間利用者数
3,936人

米粉パンの販売場所
の提供やイベントに
おいて入園料を無料
とし、誘客促進を
図った。

今後も他の施設（イ
ベント等）と連携に
より誘客を推進す
る。

年間利用者数
3,389人

近隣の施設と連
携により誘客を
図ったが大幅な
増加には繋がっ
ていない。

新規パンフレットを作成し、集客効
果に繋げる。

-
H26年度にパンフ
レットを見直し作成
をした。

パンフレットの在庫
状況により、再度校
正し増刷する。

- パンフレットは
在庫があるため
新規作成は行っ
ていない。

２
　
施
設

ｂ
春から秋にかけ
て魅力ある草花
等を植栽する。

地元生産農家と協議し、公園内の土
壌等に適した草花を植栽する。

結果/植栽本数
・春苗33,229本
・夏秋苗16,900本合
計50,129本の内、新
たに9品種を定植し
た。

次年度の花苗の選定
については、生産者
と協議し前年度と同
品種（新品種の導
入）にならないよう
検討し、春・夏秋花
壇と年2回定植を実施
した。また、草花の
レイアウト等は、連
作障害を考慮し植栽
計画を実施した。

今後も植栽計画につ
いては、生産者と協
議し選定する。ま
た、隣接する施設と
の連携と市民ボラン
ティア等の活動や健
康づくりの場とし
て、施設の有効活用
を推進する。

結果/植栽本数
・春苗33,170本
・夏秋苗19,644本合
計52,814本のを定植
した。

花苗の選定につ
いては、生産者
と協議し前年度
と同品種になら
ないよう検討
し、春・夏秋年2
回定植を実施し
花を切らさない
ようにしてい
る。

H28H29

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

28年度以降の
活動方針

１
　
営
業
・
販
売

ｂ
自然と調和した
施設をＰＲし誘
客を図る。

27年度目標（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H25H26H27



■黒川フルーツパーク 責任担当：農林水産課

１
　
営
業
・
販
売

ｂ

果樹のもぎ取り体
験等を積極的にＰ
Ｒし、販売促進と
集客に努める。

マスメディアやＨＰを活用し
た情報発信と合せ胎内リゾー
トエリアにある施設と連携を
図る。

結果/市内の３
小学校、新潟市
の専門学校１校
が来園し、収穫
体験を実施。

ふるさと体験事
業（胎内アウ
レッツ館のふる
さと体験学習）
において、農業
の楽しみや収穫
の喜びを体感
し、胎内リゾー
トエリアへの誘
客促進等が図ら
れた。

市ホームページ
等に適時、収穫
状況等について
情報を発信す
る。また、今後
もふるさと体験
事業（収穫体
験）の場として
継続し実施す
る。

市のホームページ等
に適時、収穫状況等
について情報を発信
した。さくらんぼや
ぶどうのもぎ取り販
売を行った

ぶどう狩り、さ
くらんぼ狩りや
果樹の販売を行
い顔おおむね好
評を得ている
が、クマの出没
の危険性からH29
年度はブルーベ
リー狩りを中止
した

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析
28年度以降の

活動方針

27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H25H26H27H28H29



■胎内アウレッツ館 責任担当：農林水産課

a
教育旅行
の誘致

・こども農山漁村交流プロジェクト
に呼応して首都圏、新潟市内の小学
校をターゲット
・教育旅行等学校側の企画全体の
コーディネートをアシスト
・多様で教育効果の高い体験プログ
ラムの整備

受入数（校）：市内小
学校/市外小学校/首都
圏中学校
目標　5/3/1
結果　5/3/0

H26年度に首都圏より
1校受入。H28年度は
新潟市より新規で2校
受入の予定。また体
験プログラムについ
ては随時見直しを実
施している。

これまで同様、首都
圏、新潟市の小中学
校の誘致を継続し進
めていく。

受入数（校）：市内
小学校/市外小学校/
首都圏中学校
目標　5/4/1
結果　5/5/1

目標としている首都圏
から３年おきに受け入
れを行った。また新潟
市からの受け入れも増
え胎内市の魅力の発
信、地域との交流機会
が増えた。

b
スポーツ
合宿の誘
致

・胎内市管理のスポーツ施設管理部
署と連携し利用者の利便性を図る
・県内の高校、専門学校、大学等へ
の個別訪問営業

【目標】3000人
【結果】3727人

市内施設利用の際は
会場手配等、利用者
には、ワンストップ
サービスで対応をし
ている。

利用客の集中する夏
休み期間以外の集客
を目指した誘致を実
施する。

【目標】3500人
【結果】3936人
（目標比112.5％）

市有施設利用と合わせ
た誘致活動とワンス
トップサービスの対応
で合宿施設としての知
名度が上がった。

c

おとなの
グリーン
ツーリズ
ム企画・
販売

・地域資源を有効に活用した商品を
企画
・総合旅行会社との連携実施
・新潟市等との広域連携システムの
確立

日帰り企画
【目標】年間2回
【結果】年間2回 106人

日帰りを中心とした
企画の実施。年2回程
度。

なるべく早い段階で
宿泊を伴う商品を企
画し実施する。

日帰り企画
【目標】年間2回
【結果】年間4回
135人

日帰り企画として、農
業体験、自然体験を実
施した。施設の利用状
況が小中高生の合宿利
用に特化してきてお
り、食事の対応、施設
利用において、おとな
のツーリズム受入施設
としてはそぐわなく
なってきた。

a
セルフ
サービス

・省力化のため盛り付け等について
は宿泊者自身が行う

【目標】省力化・教育
施設として実施
【結果】セルフの施設
として浸透

衛生面、時間のロス
を考慮し、ご飯、味
噌汁のみとしてい
る。

今後も同様の対応。

【目標】省力化・教
育施設として実施
【結果】セルフの施
設として浸透

自分のことは自分でや
ると言う教育施設とし
て浸透。

b
地域食材
の活用

・米飯については、市内で生産され
たコシヒカリを100％使用
・胎内市産季節の野菜をできる限り
使用

【目標】食材は胎内産
を多く用いる。
【結果】米100％、地元
業者を優先的に利用し
ているが、メニューや
量的な問題で地場産の
使用はあまりない。

米飯については市内
産100％で対応、野菜
等に関しては、要望
と合致しない場合が
あり、あまり使用で
きていない。

飲食については、新
たな体制により提供
する。地場野菜につ
いても可能な範囲で
使用をうながしてい
く。

【目標】食材は胎内
産を多く用いる。
【結果】米飯につい
ては100％市内産コ
シヒカリを提供。価
格、量的に可能な場
合は市内生産者から
直接仕入れを行っ
た。

食事提供については、
Ｈ２８年度より業務委
託となり米飯について
は１００％市内産で提
供できたが他の食材に
ついては価格の関係も
あり使用割合は少な
かった。

ｃ
スロー
フードの
促進

・宿泊者のニーズを把握するととも
に地域性豊かな献立とする
・ファーストフードよりスローフー
ドを優先し食育に寄与する

【目標】
メニューの開発
【結果】
食材提供業者とメ
ニュー開発した

体制の問題もあり提
供できていないのが
現状

新たな体制のなか
で、可能な範囲で提
供できるように進め
ていく。

【目標】
季節にあったメ
ニューの開発
【結果】
価格的な面でメ
ニュー開発が進まな
かった。

調理部門が外部委託と
なった。利用者からの
アンケート調査をもと
に委託業者と連携を図
り、提供メニューを改
良した。

a

研修施設
としての
適正化

・ホテルとしての機能から研修施設
としての機能性を高める
・小学生にもわかりやすい館内表
示・掲示

【目標】
研修室料金の設定
【結果】
宿泊利用者に対し研修
室の料金を設定し利用
しやすくした。

研修、合宿施設とし
ては、充分な機能を
備えている。また表
示看板等の整備につ
いても随時更新して
いる。

必要と思われるもの
は 、 随 時 更 新 を す
る。

【目標】
研修施設としての利
用者の理解の徹底。
【結果】
利用者が個々責任を
持って施設利用にあ
たった。

ホテル（国民宿舎）と
しての営業から研修施
設への営業と変わり利
用方法や施設状況につ
いても浸透してきた。

b

安全性の
確保

・避難経路、非常口等をわかりやす
く表示
・転落等危険防止対策の徹底
・非常時における対応研修実施

【目標】
施設利用に関する安全
確認点検の実施
【結果】
事故発生0件であった
が、今後も注意喚起安
全対策に努める

避難誘導看板につい
て は 整 備 さ れ て い
る。施設の点検整備
は日頃より実施、避
難訓練等もロイヤル
と連携体制が整って
いる。

施設の老朽化も進ん
でおり、特に設備に
ついては、日常点検
の更なる強化を実施
する。

【目標】
施設利用に関する安
全確認点検の実施
【結果】
事故発生0件であっ
たが、今後も注意喚
起安全対策に努める

施設の老朽化に伴う危
険個所の洗い出し、点
検整備の徹底を図っ
た。

a

シフト制
の実施

・宿直等のシフト制を実施するとと
もに必要な場合は地域からの雇用に
より宿直員を配置する

【目標】
地 元 雇 用 を 優 先 と す
る。
【結果】
パート職員の地元住民
の雇用。夏場の弁当提
供の外部委託の実施

すでに実施されてい
る。

業務委託による新た
な体制で対応してい
く。

【目標】
職員の負担軽減、委
託業者との連携強化
【結果】
職員の宿直業務の
減、他業務への振り
分けが可能となっ
た。

調理部門、客室清掃、
宿直部門の業務委託を
行い職員の負担軽減を
図った。また委託業者
においては、人員確保
について地元雇用を優
先に行っている。

b

コーディ
ネーター
の育成

・宿泊者のニーズを的確に把握し体
験メニュー等のコーディネートがで
きる人材の育成

【目標】
県知事認定の「なりわ
いの匠」を活用した体
験活動及び人財育成。
【結果】
固 定 化 し た 体 験 メ
ニューにより人材育成
が進んでいない

現在、体験講師等の
人材はある程度、確
保されているが、講
師の都合などにより
対応できない場合も
あることから、まだ
まだ不足していると
認識している。

体験ごとの複数の人
材確保をめざし、講
師の方々と調整中。
勉強会の実施、研修
会への参加など、早
期の確保に取組む。

【目標】
県知事認定の「なり
わいの匠」を活用し
た体験活動及び人財
育成。
【結果】
地域の人材を活かし
た 特 色 の あ る メ
ニュー開発につな
がった。

研修会、勉強会の開催
など定期的に実施し
た。今後も団体数や人
員数の増につながるよ
う継続的に取り組む。

28年度以降の
活動方針

27年度目標（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析

４
　
労
務
管
理
・
人
材
育
成

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容 H28H29H25H26H27

３
　
施
設

１
　
営
業
・
販
売

２
　
飲
食



■観光交流センター 責任担当：観光協会

１
　
営
業
・
販
売

・ 地域特産品に関する情報を収集するととも
に、取り扱店（所）と連携して宣伝・販売活動
の充実を図っていく。
・ 宣伝・販売活動を通じて積極的に来館者との
交流を図り、市の自然、食、史跡に関する情報
を発信していく。

・ホームページのリ
ニューアルにより１万件
のユーザー数を記録し
た。

H27年度ホームページのリ
ニューアルにより、SNS発
信環境が整った。H26年度
から市報・カメラ女子が行
くの掲載により情報の発信
を行った。

・胎内市商工連合会のリ
ニューアルページと胎内観
光NAVIのリンクによりPR活
動を充実させる。
・他団体の情報収集・提供
を受け情報発信を行う。

胎内観光NAVI
2017.4～2018.2
ユーザー数
67,669
ページビュー
213,983

発信情報量の不
足

２
　
飲
食

 ・ 胎内の水コーヒーの常時提供等と販売活動を
 推進する。 胎内の水コーヒーは常時提供している為記載
不要

H25年度から土日祝日弁当
形式にて食事提供を行って
いる。

繁忙期・閑散期の区分を明
確化させ、金曜日にも飲食
提供出来るように検討・調
整する。

里山食堂一本化 里山食堂一本化

３
　
施
設

・ 樽ケ橋エリアの景観や隣接施設との連携のし
やすさという魅力を生かした施設の運営に努め
る。
・ 河川公園竣工イベントの開催を機に、くつろ
ぎ空間の創造や維持に取り組んでいく。
・ 胎内市の観光に関する施設の情報提供、宣伝
活動ができる施設の工夫に努める。
・ 樽ケ橋エリアの周知を図るため、自作のポス
ターを作成して、市内小学校・保育園・幼稚園
に配布する。(第２次胎内リゾート活性化プラン
【基本施策】の対象を市内に向けた取組)

・総合政策課からのイン
ターン生の受入により、
自作のパンフレット、ポ
スターが完成し市内外の
教育関係施設への掲示の
運びです。

春の米粉パンまつり、GWイ
ベント、新緑まつりなど、
また、カセットコンロ、大
なべを準備するものの、水
洗設備なく利用する方はな
し。グループの申込などは
物販棟などで対応。今年度
の自作ポスター作成は無。

・ 樽ケ橋エリアの景観や
隣接施設との連携のしやす
さという魅力を生かした施
設の運営に努める。
・ 河川公園竣工イベント
の開催を機に、くつろぎ空
間の創造や維持に取り組ん
でいく。
・ 胎内市の観光に関する
施設の情報提供、宣伝活動
ができる施設の工夫に努め
る。　　　　　　　　・イ
ベントを通し施設利用に取
り組む。SNS活用により施
設紹介・利用促進につなげ
ていく。

シャングシャン
グ馬、新緑まつ
り、
櫛形ウインドト
レイルなどの実
施により、河川
公園の利用が促
進した。　　た
るが橋エリア施
設間会議（月1回
開催）により情
報の共有を図っ
た

３

　

労

務

管

理

・

人

材

育

成

・ 朝会、研修会の実施、文書の作成と配布を
行って、全職員の共通理解が図れるようにす
る。
・ イベントの役割分担を明確にして準備・運営
への当時者意識を高めるとともに、全職員で考
えを出し合って遂行する姿勢を堅持する。
・ 職員が互いに声を掛け合い、孤立感や失望感
をもったりすることがないよう、風通しのよい
職場環境の構築に努める。

・引き続き実施。

出勤シフトの関係上「引き
継ぎ帳」記入で対応、同一
の話を朝礼で連絡。セミ
ナー参加は勉強会で報告。
研修会を11月に実施。

研修会、講習会等に参加、
報告会を通し育成にあた
る。

引き続き実施。 出勤シフトの関
係上「引き継ぎ
帳」記入で対
応、同一の話を
朝礼で連絡。セ
ミナー参加は勉
強会で報告。研
修会を11月に実
施。

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析
H25H26H27

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度

№ 名称 内容

28年度以降の
活動方針

27年度目標（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

H28H29



■胎内市美術館 （H28.4.28オープン） 責任担当：生涯学習課

a

【目標】4,600人
【結果】5,495人
（目標比119.5％）

目標値より入館
者数が上回っ
た。

ｂ

【目標】年４回
【結果】年４回

胎内市ゆかりの
芸術家、テーマ
などを中心に実
施した。

２
　
施
設

a

【目標】普及ＰＲの
向上　　   　【結
果】昨年度よりも充
実させた。

一定の効果は
あったので、今
後も更新してい
きたい。

３
　
人
材

a

サポーターズ倶楽部
による活動。月１
回。

組織的に機能し
てきている。黒
川産業まつりに
ブース出展し
た。

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度 27年度目標
（値）
／結果H28H29

１
　
プ
ロ
グ
ラ
ム

28年度以降の
活動方針

29年度目標（値）
／結果（見込）

最終評価・分析
№ 名称 内容 H25H26H27

評価・分析
（25～27年度）



責任担当：㈱共立メンテナンス

― ―

― ―

２
　
飲
食

― ―

表　主要施設別の具体的な展開策　一覧

具体的な展開策 実施年度 27年度目標
（値）
／結果

評価・分析
（25～27年度）

28年度以降の
活動方針

H29

■たるが橋　里山食堂（H29.5.3グランドオープン）

１
　
営
業
・
販
売

29年度目標
（値）

／結果（見込）
最終評価・分析

№ 名称 内容 H25H26H27H28


